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●▬♪ꜝ▬fi─ ה  

⅜ ≢│⁸ ⅜ ∆╢ ⁸ ⌐╟╡ ⅜ ⌂

⅜ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ─ ╛ ╣╢ ⅜™⌂™ ─ ≤™∫√

⅜╖╠╣╕∆⁹ ⁸ ─ ─ ⅜ ↕╣╢ ⁸∕─ ─

╛ ⅜≥─╟℮⌂ ≤⌂∫≡╙⁸ ─ ≤⇔≡∕─ ⅜

↕╣⁸ ⅜ ⌂≤⅝│ ⇔≡ ╩ ↑╢↓≤⅜≢⅝╢╟℮⌐⇔≡

™ↄ↓≤⅜ ≢∆⁹ 

↓╣╕≢ ↄ─ ≢│⁸ ⅜™╢↓≤╩ ≤⇔≡⁸ ⅜

⌂ ─ ⌐≈™≡ ⌐ ┼─◘▬fi╩ ╘╢ ╛⁸

─ ™⁸ ─ ─ ╩ √∆⁸™╦╝╢₈ ה ₉

╩ ╘≡⅝√ ⅜№╡╕∆⁹ 

↓─╟℮⌂ ⁸ ╠⇔─ ╩ ≤⇔√⁸™╦╝╢₈ ה

₉╛ ⁸ ⌐ ☻ⱦכ◘╢∆ כ◘─╠╣↓⁸

ⱦ☻╩ ⇔≡₈ ◘ⱳכ◘♩כⱦ☻₉1≤™℮⁹ ⅜ ⅎ≡™╕

∆⁹⇔⅛⇔⁸ ◘ⱳכ◘♩כⱦ☻╩ ∆╢ ⌐≈™≡│⁸

⌐ √╢ ⅜ ∏⇔╙ ≢│⌂ↄ⁸ ⅛╠─ ⌐≈

™≡╙╒≤╪≥ ↕╣≡™⌂™≤─ ⅜№╡╕∆⁹ 

↓℮⇔√ ╩ ╕ⅎ⁸↓─ ⁸ ≢│⁸ ↄ─ ⅜ ╘≡™╢

₈ ה ₉─ ╛ ⌐≈™≡ ╩ ™⁸ ─ כ◘╛

ⱦ☻─ ⌂≥⁸₈ ה ₉⅜™⌂™↓≤╩ ≤⇔√

                                                      

1 身元保証等高齢者サポートサービスについて 

成年後見制度・日常生活自立支援事業の利用や地域福祉ネットワークの協力を検討する

も、制度の利用ができない等の理由から身元保証等高齢者サポートサービスの契約を検討

する場合があります。当該サービスは、日々の見守りや医療機関への入院等の際の「身元

保証・身元引受等」、亡くなった後の葬儀の手配等について、有償でこれらに対応するサ

ービスです。 

 契約の形態は様々で、経営の主体や運営の方法、料金も様々な団体があります。医療機

関において、「身元保証人・身元引受人等」ありきでこうしたサービスを提供する団体を

勧めることについては、団体選びやサービス契約の内容など慎重にチェックして検討する

必要があります。必要性を見極め、まずは公的な制度や地域資源の活用を検討することが

大切です。 

 なお、本ガイドラインにおいて、「身元保証」という文言を用いていますが、これは

「身元保証ニ関スル法律」に規定される雇用契約上の「身元保証」ではなく、医療機関で

慣習的に用いられているいわゆる「身元保証」を指しています。 
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─ ╩ ∆↓≤⌐╟∫≡⁸ ╡⅜™⌂™ ⌐╙ ╛

⅜ ⌐ ⌂ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢╟℮⁸╕√ ╙ ╡

⅜⌂ↄ≡╙ ⇔≡ ⌂ ╩ ↑╠╣╢╟℮⁸●▬♪ꜝ▬fi╩≤╡╕≤╘

╕⇔√⁹ 

⌐╟╡ ⅜ ⌂ ⌐≈™≡│⁸ ╩ ⇔≡

™╢ ⅜№╡╕∆⅜⁸ ─ ⌐⅔™≡⁸ ≢№╢↓≤─

╖╩╙∫≡ ─ │ ≢⅝⌂™╙─≤⇔≡ ╡ ╦╣⁸ ┼─ ⅜

⌂↕╣⌂™↓≤╛ ⅜ ⇔≡ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢ ∕─

╙─╩ ↕╣≡⇔╕℮⌂≥─ ⌂ ╙ ↕╣≡™╕∆⁹2 

∕─√╘⁸ ●▬♪ꜝ▬fi≢│⁸ ─ ⌐⅔↑╢ ─ ≤∕

─ ╦╡─ ⌐≈™≡╙ ⇔≡⅔╡⁸ ╛ ⌐ ↑≡∕╣

╠╩ ∆╢↓≤╙ ≤⇔≡ ⇔≡™╕∆⁹  

                                                      

2 日本弁護士連合会、日本司法書士連合会・成年後見センターリーガル･サポート、日本社

会福祉士会の各会員を対象とした内部調査における実際の事例提供 
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●▬♪ꜝ▬fi─ ⌂ ⅎ  

●▬♪ꜝ▬fi─ ─  

●▬♪ꜝ▬fi─ ─ ≤⌂╢ │⁸ ╡⅜⌂™ ⌐ ⅎ≡⁸ ⅎ

┌⁸ ─╟℮⌂ ╙ ⌐⌂╡℮╢≤ ↕╣╕∆⁹ 

ᵑ ╛ ┼ ⅜≈⅛⌂™ ⌐№╢  

ᵒ ─ ⅜ ╠╣⌂™  

 

●▬♪ꜝ▬fi⌐⅔↑╢₈ ה ₉─ ה  

⅜₈ ה ₉⌐ ╘╢ ╛ ≤⇔≡│⁸ ⌐

─╟℮⌂ ≢№╢≤ ⅎ╠╣╕∆⁹3 

 

ᵑ  ─ ⌐ ∆╢↓≤ 

ᵒ  ⌐ ∆╢↓≤ 

ᵓ  ⌐ ⌂ ─ ⌐ ∆╢↓≤ 

ᵔ  ⌐ ∆╢↓≤ 

ᵕ  ⌐ ∆╢↓≤ 

ᵖ  ─ ה ─ ⅝ ה╡ ⌐ ∆╢↓≤ 

 

⌂⅔⁸ ─ ⌐₈ ה ₉⌐ ⇔≡ ─ ╩∆╢

╩ ⇔≡™╢ ╙№╡╕∆⅜⁸ ─ ⌐≈™≡│⁸ ─

⅜⅝╦╘≡ ™╙─≢№╡⁸₈ ה ₉─

⌐ ─ │⌂™╙─≤ ⅎ╠╣╕∆⁹∕─ ≢⁸ ─ ⌐ ∆╢

ⅎ ╛ ⌐≈™≡│⁸₈ ⌐ ╢ ⅜ ⌂ ⌐ ╘╠╣

╢↓≤₉⌐ ⇔≡™╕∆⁹ 

∕─√╘⁸ ●▬♪ꜝ▬fi⌐⅔™≡⁸₈ ה ₉≤│

ᵑ ᵖ─™∏╣⅛─ ╩ ⇔⁸₈ ה ₉≤│∕─

╩ ↕╣≡™╢ │ ╩ ∆↓≤≤⇔╕∆⁹ 

  

                                                      

3 平成 29 年度厚生労働科学特別研究事業「医療現場における成年後見制度への理解及び病

院が身元保証人に求める役割等の実態把握に関する研究」。事項の順番や表現について

は、研究班がガイドラインの内容に併せて、一部改変。 
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─ ⁸ ≢⅝╢ ─ ⌐ ∂≡⁸ ₁⌂ ⅜ ⅎ╠╣╕∆

⅜⁸ ⌐ ─ ⌐≈™≡ ↕╣╢╙─≤ ⅎ╠╣╕∆ ⌂ ⌐
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⁹ 
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 ̧ ─ ⌐ ∂√ ה ─☻ⱦכ◘  

 ̧ ─ ה ה ╛ ⁸

⁸ ─ ─┼☻ⱦכ◘  

 ̧ ™ ─  

 ̧ ╛ ─ ─ ─  

 

─ ה ─ ≤  

│ ⅜ ⌂ ≢№∫≡╙⁸ ה ⁸ ─ ⌐╟╢☻

♩꜠☻ ≢ ⌐ ⅜ ∆╢↓≤⅜№╡╕∆⁹↓─╟℮⌂

⌐╙⁸ ⅜ ≢⅝╢╟℮⌐ ⅝⅛↑⁸ ─ ╩ ⇔⁸∕─ ╩

∆╢ ╩ ℮↓≤⌐⌂╡╕∆⁹ 

⅜ ⌂ ≢№∫≡╙⁸ ⌐│ ⅜№╡⁸ ╩

∆╢≤™℮↓≤╩ ⌐⇔≡⁸ ─ ה ╩ ⇔⁸∕╣╩ ⇔√

╩ ℮↓≤⅜ ≢∆⁹ ─ │⁸ ─ ╩≥─

⇔≡™╢⅛ ∆╢ ⁸∕╣╩ ─↓≤≤⇔≡ ⇔≡™╢⅛ ∆

╢ ⁸ ⌂ ⅜≢⅝╢⅛ ⌐ ⅎ╢ ⁸∕─ ╩ ≢⅝╢

⅛ ╩ ≢⅝╢ ⌐╟∫≡ ↕╣╢≤ ⅎ╠╣⁸ ─

╩ ⌐ ⅎ∏⌐⁸ ─ √╣≡™╢ ╩ ↕∑╢ ⅝⅛↑

╩ ℮↓≤⅜ ╘╠╣≡™╕∆4⁹ 

●▬♪ꜝ▬fi⅜ ≤∆╢₈ ⌐ ╢ ⅜ ⌂ ₉┼─ ⌐

⅔™≡╙⁸╕∏│ ─ ─ ⌐ ≠⅝ ™╕∆⁹↓─ ⁸

                                                      

4 平成 30 年度厚生労働省「認知症の人の日常生活・社会生活における意思決定支援ガイド

ライン」 

このガイドラインは、意思決定支援のプロセスについて、意思形成支援、意思表明支

援、意思実現支援とし、各プロセスのポイントや注意点を示しています。 
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╩ ⌐ ⅎ∏⁸ ╛ ⁸ ⌐╟∫≡ ∆╢╙─≤≤╠ⅎ⁸

∕─ ─ ─ ⌐ ∂≡ ╩⇔╕∆⁹5 

─ ⌐╟∫≡ ╩ ∆╢ ╙⁸ ⌐│

─ ╩ ⇔⌂⅜╠ ╩⅔↓⌂℮ ⅜№╢↓≤6⁸№╢ ─

⅜№╢ ⁸ ─ ⌐│⁸ ─ ⅜ ↑╣┌ ⁸ ⌐

⅜ ⅎ╠╣⌂™↓≤╩ ⇔≡⅔ↄ ⅜№╡╕∆⁹ ─ ╩

⇔√ ≤⇔≡⁸ ─ ⌐ √╡⁸ ⅜ ⇔√⁸™╦╝╢₈

₉─ ╩ ∆╢↓≤╙ ⅎ╠╣╕∆⁹ ⅜₈ ₉╛₈◄fi♦

▫fi◓ⱡ₉♩כ⌂≥╩ ⇔≡™⌂™⅛ ⇔╕∆⁹ 

 

₈ ─₈ ה ₉ ⌐≈™≡ ╡ ╪∞ ─ ₉  

─ ╛⁸ ☿fi♃⁸כ ☿fi♃⁸│≢כ ╛

⁸ ╛⅔ ⁸ ⁸ ⌐≈™≡ ┘⁸™↨≤™℮ ⌐≥℮ ⅎ╢⅛╩

ⅎ╢₈ ☿Ⱶ♫₉כ ╩ ⇔≡™╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

ⅎ┌⁸ ●▬♪ꜝ▬fi─ ⌐№√∫≡ ⌐⇔√ ⌐⅔↑╢ ≤⇔

≡⁸NPO ☿fi♃⁸⅜כ ╠⇔™ ⅝ ה ™ ≤⁸

╩ ╢√╘─ ╛ Law ╩ ┬₈ ╩₉ꜟכ◒☻℮╤ ⇔≡™╢╒

⅛⁸ ⅜ ⇔≡™╢ ─ ╩ ℮ ─ ╩ ⌂∫≡™╕∆⁹ 

≢≥─╟℮⌂ ⅜ ↕╣≡™╢⅛╩ ⇔⁸ ∆╢ ⌐ ⇔⁸ ⅛

╠☿Ⱶ♫כ╛ ╩ ה ∆╢↓≤╙ ⅎ╠╣╕∆⁹ 

 

≤₈ ה ₉ 

⁸ ⁸ ⌂≥─ ≢ ⅜ ⌂ │⁸

╛ ⌂≥─ ╩ ⇔√╡⁸ ⌂ ה ╛☻ⱦכ◘ ┼─

╩ ╪∞╡∆╢↓≤⅜ ⇔™ ⅜№╡╕∆⁹ 

│⁸↓─╟℮⌂ ─ ⌂ ╩ ⇔⁸ ∆╢↓≤

╩ ≤⇔≡⅔╡⁸ ⅜ ⌐⌂∫≡⅛╠ ∆╢ 7≤⁸

⅜ ⌂ ⅛╠ ⅜ ⌐⌂∫√ ⌐ ⅎ≡⅔ↄ

                                                      

5 平成 30 年度厚生労働省「認知症の人の日常生活・社会生活における意思決定支援ガイド

ライン」【再掲】 

6 「本人意思尊重義務」（民法 858 条） 

7 判断能力の程度によって補助・保佐・後見類型があり、類型や本人の同意の有無によっ

て後見人等に与えられる権限が違います。家庭裁判所に申立てを行い、家庭裁判所が後見

人等を選任します。申立てが出来る人は、本人、配偶者、四親等内親族、市町村長等で

す。詳しくは用語の説明を参照して下さい。 
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8⅜№╡╕∆⁹ ╛ ⅜ ┼─ ≡╩ ℮↓≤≢

⅜ ↕╣╕∆⁹ 

│⁸ ─ ⌐╟╡⁸ ─ ╛⁸ ⌐ ╦∫≡⁸

ה ה ☻ⱦכ◘ ─ ─ ╩ ℮↓≤⅜≢⅝╕∆⁹╕√⁸

│ ─ ⌐ √╢√╘⁸ ╩∆╢√╘⌐ ≤⌂╢

─ ⌐≈™≡╙ ⅛╠ ┼ ⅜ ≢∆⁹9 

 
⅛≥℮⅛─ ⌐≈™≡  

│⁸ ⌐ ╢₈ ₉10≤ ╩ ⇔≡

╩ ™╕∆⁹ ⁸ ─ │⁸ ⅛╠ ⁸ ⌐ ⅎ╠╣≡

™╢ ⌐≈™≡╙ ⌐ ⅜№╡╕∆⁹ 

₈ ₉≤ ∫≡™╢ ─ ⌐│⁸₈ ⁸ ─ ╩⇔≡™╢ ₉≤™℮

≢⁸↓─ ╩ ™≡™╢ ╙№╡╕∆⁹ 

≤⇔≡│⁸ ─ ╩ ╘⁸ ⁸ ─ ⌐│

₈ ┘ ┼─ ⌐ ∆╢ ₉⌐ ⇔≡─ ─ ⅜№╢⅛╩

⇔≡⅛╠ ─ ╩∆╢ ⁸ ⌂ ╡ ™╩∆╢↓≤⅜ ╘╠╣╕∆11⁹ 

 

₈ ה ₉⌐ ╘≡™╢ ╛ ─℮∟⁸ ─

⌐╟∫≡◌Ᵽ⁸╘√╢№╙─╙╢╣↕כ ≤⇔≡╙ ╡⅜⌂™

─ ╩ ℮ ⁸ ╩ ⇔≡™╢⅛≥℮⅛╩ ⇔⁸

≤ ╩ ╢↓≤≢ ≢⅝╢ ⅜№╢↓≤╩ ∫≡⅔ↄ↓≤⅜ ≢

∆⁹ 

╡⅜⌂™ ≢ ╩ ⇔≡™⌂™ ⌐⁸ ⌐≈

                                                      

8 判断能力が十分な時に、判断能力が不十分になった時に備えて、予め成年後見人等をお

願いしたい人（任意後見受任者という）に、お願いしたいことを決めておく仕組みです。

公証役場で任意後見契約を締結して、判断能力が不十分になった際に、任意後見受任者等

が診断書等を添付の上、家庭裁判所に対し「任意後見監督人選任の申立て」を行って、任

意後見契約を発効させます。詳しくは用語の説明を参照して下さい。 

9 「個人情報の保護に関する法律についてのガイドライン（通則編）」（平成 28 年 11 月

（平成 31 年１月一部改正）個人情報保護委員会）において、「個人情報の取扱いに関して

同意したことによって生ずる結果について、未成年者、成年被後見人、被保佐人及び被補

助人が判断できる能力を有していないなどの場合は、親権者や法定代理人等から同意を得

る必要がある。」とされています。 

10 後見登記等に関する法律（平成 11 年法律第 152 号）第 10 条第１項第２号における「自

己を成年後見人等・・・とする登記記録」を指します。 

11 成年後見に係る登記事項証明書と身分証明書の写しを保存する等、運用の工夫をしてい

る医療機関があります。 
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™≡ 12⇔⁸∕─ ╩ ∆╢↓≤╙ ⅎ╠╣╕∆⁹ 

⌂⅔⁸ ≢│⌂ↄ ─ ⅜ ⌐ ↕╣≡™╢
13⁸ ⅜ ─ ─ ⌐⌂╢↓≤│⁸ ⌐ ≢⌂™14

≤↕╣≡™╕∆⁹ 

 

 

ᵑ ─  

─ ⌐≈™≡│⁸ ─ ⌐ ∆╢↓≤⌐⌂╡╕

∆⁹15 

 

 

 

 

 

─ ⅜⁸ ─ ⌐ ∂⁸ ≡≢⅝╢ ┼─ ╛

≡╢ ⅜™⌂™ ─ ⌐│₈ ≡₉⅜ ⅛≥℮⅛╩ ⇔

╕∆⁹ ─ ╕≢ ⅜⅛⅛╡⁸∕─ ⌐ ─ ╛

─√╘⌐ ⅜№╢ ⌐│⁸₈ ─ ─ ─ ≡₉16

╩ ∆╢ ╙№╡╕∆⁹ 

                                                      

12 法務省や最高裁判所が作成した成年後見制度について説明するパンフレットをホームペ

ージ上からダウンロードできます。 

13 弁護士、司法書士、社会福祉士等が成年後見人等に選任されている場合や、自治体等が

養成した市民後見人が成年後見人等に選任されている場合、ＮＰＯ団体や一般社団法人な

どの法人が成年後見人等に選任されている場合があります。 

14 成年後見制度では、成年後見人等が後見等の事務を行うために必要な費用は、被後見人

等の財産の中から支弁することとされています（民法第 861 条第 2 項等）。また、成年後

見人等が本人の債務の保証人となり、これを弁済した場合、成年後見人等が本人に対して

求償権をもつことになるため、支払を請求する人と支払を決定する人が同一という、利害

が対立する関係になります。 

15 各市町村では、成年後見制度利用促進基本計画に基づき権利擁護支援の地域連携ネット

ワークの中核機関の設置を進めており、この中核機関は成年後見制度に関する広報・相談

機能等を備えることとされています。中核機関として、権利擁護センターや成年後見セン

ターが社会福祉協議会やＮＰＯ法人等に設置されていることもありますので、市町村にご

確認下さい。 

16 成年後見制度では、申立人が家庭裁判所に申立てを行ってから、成年後見人等が選任さ

れるまで数ヶ月かかることもあり、成年後見人等が選任されるまでの間の金銭管理や入院

65 ─ ─  

☿fi♃כ │ ─ ה  

18 65 ─  

☿fi♃⁸כ ─  
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ᵒ ─ ─  

⅜ ⌂ ≢╙⁸ ─ ⌐≈™≡ ≢⅝⁸ ╩

⇔≡™╢ ╩ ⌐⁸ ⅜ ╩ ⇔⁸

─ ╩ ⇔≡™╕∆17⁹↓─ ─ ≤⌂╢ ⅜

⌂ ≤│⁸ ≤ ↕╣√ ⁸ ╛

╩ ∆╢ ⌐ ╢╙─≢│№╡╕∑╪⁹ ╩ ∆╢ ≢⁸ ⌂

─ ⅜ ≤ ╦╣╢ ⌐≈™≡│⁸ ⌐№√∫≡⁸

─ ⌐≈™≡ ⌐ ∆╢↓≤╩ ╘╢≤™℮

╙№╡╕∆⁹ ₈ ─ ╩ ⇔√ ₉  

 

⌐⅔↑╢ ╡⅜⌂™ ┼─  

 ↓↓≢│⁸ ─ ⅜ ⌂ ⁸ ─ ⅜

≢ ╩ ⇔≡™╢ ⁸ ─ ⅜ ≢

╩ ⇔≡™⌂™ ⁸⌐ ↑≡ ╩ ⇔╕∆⁹ 

≥─ ≢╙⁸ ─ ╩ ה ⇔⌂⅜╠ ╩ ⌂∫≡™ↄ↓≤⅜

≢∆⁹ 

 ↓↓≢│⁸₈ ה ₉─ ─ᵑ ᵖ─ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

ᵑ  ─ ⌐ ∆╢↓≤ 

ᵒ  ⌐ ∆╢↓≤ 

ᵓ  ⌐ ⌂ ─ ⌐ ∆╢↓≤ 

ᵔ  ⌐ ∆╢↓≤ 

ᵕ  ⌐ ∆╢↓≤ 

ᵖ  ─ ה ─ ⅝ ה╡ ⌐ ∆╢↓≤ 

 

  

                                                      

の対応に困るケースがあります。 

この場合、「後見開始の審判前の保全処分」の申立てをすることができます。これは、

申立てから後見開始の審判の効力が発生するまでの間の財産の管理者を選任するもので

す。財産管理者は本人の財産を保全するのが仕事ですが、必要に応じて家庭裁判所の許可

を得ながら医療費を支払う場合があります。各地域の家庭裁判所の運用状況について、成

年後見制度の相談窓口にご相談下さい。 

17 詳しくは用語の説明（P37「日常生活自立支援事業」）を参照して下さい。 
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─ ⅜ ⌂  

ᵑ ─ ⌐ ∆╢↓≤ 

─ⱨ꜡כꜗ♅כ♩╩ ⌐ ╛ ─ ╩ ⇔⁸ ─

╩ ⇔√ ≢⁸ ≤⌂╣╢ ⅜™╢⅛╩ ⇔╕∆⁹ 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

ᵒ ⌐ ∆╢↓≤ 

⅜ ≢⅝╢╟℮╦⅛╡╛∆ↄ ╩ ™╕∆⁹ ⁸◔▪ⱴⱠ☺ꜗ⁸כ

╛ ה ⌂≥⁸ ─ ─ ╡─ ≢⁸ ─ ⌐≈

™≡─ ⌐ ╩ ∆╢ ⅜™╢ │ ─ ╩ ⇔√ ≢⁸

╩ ™╕∆⁹18 

                                                      

18 「基本診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて」（平成 30 年

３月５日保医発 0305 第２号厚生労働省保険局医療課長通知） 別添２ 入院基本料等の施

設基準等（抄） 

１ 入院診療計画の基準 

(１) 当該保険医療機関において、入院診療計画が策定され、説明が行われていること。 

(２) 入院の際に、医師、看護師、その他必要に応じ関係職種が共同して総合的な診療計画

を策定し、患者に対し、・・文書により病名、症状、治療計画、検査内容及び日程、手

術内容及び日程、推定される入院期間等について、入院後７日以内に説明を行うこと。 

(３) 入院時に治療上の必要性から患者に対し、病名について情報提供し難い場合にあって

┼ ⇔⁸ ─

╩≥─╟℮⌐∆╢⅛⌐

≈™≡ ∆╢⁹ 

─ ⅜⌂™↓≤╩ ─ ⁸

ⅎ╠╣╢ ⌐≈™≡

─ ╩ ∆╢⁹ 

№╡ ⌂⇔ 

─ ─  

─ ⁸ ─  

 

≤⇔≡ ╘╢

╩ ⌐⇔⁸ ⌂

┼ ─ ⌐≈™≡

─ ╩ ℮⁹ 

⌂⇔ №╡ 

⁸

─ ⁸ ⁸ ה

☻ⱦכ◘ ─  
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ᵓ ⌐ ⌂ ─ ⌐ ∆╢↓≤ 

≤⇔≡│⁸ ╛♃○ꜟ⁸ ─ ⌐ ⌂ ⌐≈™≡

╛ ⇔ ⇔⅜≢⅝╢ ⌐№╢↓≤⅜ ╕⇔™≢∆⁹ 

─ ╩ ⇔√ ≢⁸ ≢ ⌐ ⌂ ─ ⅜ ⌂™

─ ⁸ŋ ─ ─ ⌐ ⇔√ ⌂ ─ ⅜™╢≤⅝│⁸

─ ╩ ∫≡ↄ╣╢⅛≥℮⅛ ⇔≡ ↕™⁹19 ─Ⱳꜝfi♥▫▪

─ ☻כꜞ╛ ─ ╙ ⅎ╠╣╕∆⁹  

                                                      

は、可能な範囲において情報提供を行い、その旨を診療録に記載すること。 

(４) 医師の病名等の説明に対して理解できないと認められる患者（例えば小児、意識障害

患者）については、その家族等に対して行ってもよい。 

(５) 説明に用いた文書は、患者（説明に対して理解できないと認められる患者については 

その家族等）に交付するとともに、その写しを診療録に貼付するものとする。 

(６) 略 

19 参考：入院中の生活保護日用品費について 

生活保護を受給している人の保護費は原則ご自身の口座に振り込まれますが、支給の方

法を相談することで、例外的に入院患者が重症であること等のため保護費（入院患者日用品

費）の受領が事実上困難な場合には、病院長等が被保護者である入院患者の委任を受けて代

理人として保護費を受領できる場合があります。 
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ᵔ ⌐ ∆╢↓≤ 

⌐ ⅜№╡⁸ ─ ™⅜ ⌂ │⁸ ⅜ ™

╕∆⁹ 

─ ™╩ ← ≤⇔≡⁸ ⌐ ─ ╩ ∆╢↓≤

⅜ ≢∆⁹ 

─ ╩ ⇔⁸ ─ ™ ⅜

↕╣≡™╢ ╛ ⌐⌂∫≡™╢ ⌐│⁸ ─ ⅜

∫≡™╢↓≤⅜ ⅎ╠╣╕∆─≢⁸ ─ ╙ ╘≡ ⌐

⇔╕∆⁹ 

─ ⅜№╢ ⁸ ≢─ ⅜ ╕≢≤⌂╢

╩ ⇔≡╙╠ⅎ⌂™ ⅜№╡╕∆─≢⁸↓─ ╙

─ ™╛ ─ ╙ ╘≡ ≤─ ⅜ ⌐⌂╢ ⅜№╡╕

∆⁹ 

⅜ ╩ ∫≡™⌂™ ╛ ⌐ ⇔≡™╢≤ ⅎ╠╣╢

⌐│⁸ ─ ⌐ ∆╢ ╛ ─ ┼─

╙ ≢∆⁹ 

⌂⅔⁸ ─ │⁸ 20─ ╩ ⅝⁸ ≤⇔≡ ─№

∫√ ⌐⅔™≡ ≢№╢≤ ↕╣√ ≤⌂╢√╘⁸ ─

⅜ ⌐⌂╡╕∆⁹ ₈ ⅛╠ ╩ ⇔ ≤⌂

∫√ ₉  

 

  

                                                      

20 生活保護制度は、本人からの申請に基づくことを原則としています（申請主義）が、重

篤な状態で生命の危機にある等、本人からの申請が難しい場合には、申請がなくとも役所

の職権で保護を決定します。これを急迫保護といいます。 
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ᵕ ⌐ ∆╢↓≤ 

⅜ ⌂ │⁸ ╛ ─ ⌐≈™≡ ⌐ ⇔╕

∆⁹∕─ ⁸ ─ ╩ ⇔≡⅔™≡ ↕™⁹ ₈ ─ ╩

⇔√ ₉  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

ᵖ ─ ה ─ ⅝ ╡⁸ ⌐ ∆╢↓≤ 

⅜™⌂™ ─ ה ─ ⅝ ה╡ 21⌐≈™≡│ ⅜

℮↓≤≤⌂╡╕∆⁹2223 

≢№╣┌ ≤⌂∫≡™╢ ╛ ⌂≥ ⌐╟∫≡ ™╕∆ ⌐

                                                      

21 病院からの搬送は葬儀の専門会社が行うことが多くあり、その連絡先も予め市町村に確

認をしておくとスムーズです。その際、死亡届の死亡届出人を医療機関の長等に求められ

ることがあります。公立病院の場合は公設長、私立病院の場合は家屋管理人となります。 

22 墓地、埋葬等に関する法律（抄） 

第９条 死体の埋葬又は火葬を行う者がないとき又は判明しないときは、死亡地の市町村

長が、これを行わなければならない。  

２ 前項の規定により埋葬又は火葬を行つたときは、その費用に関しては、行旅病人及び行

旅死亡人取扱法（明治 32 年法律第 93 号）の規定を準用する。 

23 行旅病人及行旅死亡人取扱法（抄） 

第７条 行旅死亡人アルトキハ其ノ所在地市町村ハ其ノ状況相貌遺留物件其ノ他本人ノ認 

識ニ必要ナル事項ヲ記録シタル後其ノ死体ノ埋葬又ハ火葬ヲ為スベシ 

墓地若ハ火葬場ノ管理者ハ本条ノ埋葬又ハ火葬ヲ拒ムコトヲ得ス 

ἧ ◔▪ⱴⱠ☺ꜗכ P40 ─  

ἧ P39 ─  

ἧ ─  

ἧ ◘ⱳכ◘♩כⱦ☻ ─  

╦╡⌂⇔ ╦╡ ╡ 

╕≢ ╦╡─№∫√

─ ≤⁸ ─ ╛

╩ ⇔⌂⅜╠ ─ ╛

⅝─ ╩⇔╕∆⁹ 

√⌐ ╩◘ⱳכ♅╢∆♩כⱶ ╡⅜

≤⌂╡╕∆⁹ ─ │

☿fi♃⁸כ ─ │

⁸ ⌐ ∆╢⅔∕╣⅜№╢ ⌐

│ ⌐ ∆╢ ⌐ ⅜

≤⌂╡╕∆⁹ 
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╩ ⇔≡⅔ↄ≤☻ⱶ⁹∆≢☼כ 

⌂⅔⁸ ─ ╩ ⇔⁸ ─ ⌐⅔™≡╙ ⌐ ∟ ∫≡

╣╢ ⅜™╣┌⁸ ─ ╡─ ⌐≈™≡ ⇔╕∆⁹ 

 

⅜ ≢⁸ ╩ ⇔≡™╢ 24 

ᵑ ─ ⌐ ∆╢↓≤ 

⌐⁸ ≤⌂╢⅛≥℮⅛⌐≈™≡ ⇔╕∆⁹ 

⅜ ↕╣≡™≡╙⁸ ≤⌂╡℮╢ ⅜™╢

╙№╡⁸↓─ ⌐│ ⅜ ≤⌂╢⅛⁸ ╛ ─ ≢

⅜ ≢∆⁹ 

⌂⅔⁸ ⅜ ≤⌂╠⌂™ ≢╙№∫≡╙⁸∕─ ─

─ ™╛ ╡ ⌐ ╦╢√╘⁸ ─ ⅜ ⇔√─∟⌐

─ ╛ ─ ⌐≈™≡ ⌐ ⅎ╕∆⁹ 

 

ᵒ ⌐ ∆╢↓≤ 

⅜ ≢⅝╢╟℮╦⅛╡╛∆ↄ ╩ ℮≤≤╙⌐⁸ ⁸◔▪ⱴⱠ☺ꜗ

⁸כ ╛ ה ⌂≥⁸ ─ ─ ╡─ ≢⁸ ─

⌐≈™≡─ ⌐ ╩ ∆╢ ⅜™╢ │ ┼ ╩ ⇔√ ≢⁸

╩ ™╕∆⁹ 

╕√⁸ ⅜ ∆╢ ─ ╩ ⇔≡™╢╙─≤⇔≡⁸ ─

╩╙≈ ⌐∕─ ─ ╩ ╘╕∆⁹ ╛ ∞↑≢

⌂ↄ⁸ ⌐╙ ⇔╕∆⁹ 

 

ᵓ ⌐ ⌂ ─ ⌐ ∆╢↓≤ 

≤⇔≡│⁸ ╛♃○ꜟ⁸ ─ ⌐ ⌂ ⌐≈™≡

╛ ⇔ ⇔⅜≢⅝╢ ⌐№╢↓≤⅜ ╕⇔™≢∆⁹ 

⌐ ⌂ ╩ ∆╢ ─ │ ─ ≤⇔≡ ℮

╙─≢│№╡╕∑╪⁹⇔⅛⇔⁸↓╣╠╩ ℮ ╩☻ⱦכ◘ ∆╢─│

─ ⌐ ╕╣╕∆⁹ 

╕√⁸ ה ⁸ ─ ─ ⌐№╦∑≡⁸

╠⅜ ⌐ ⌂ ╩ ⇔≡™╢ ╙№╡╕∆⁹ ⇔√™

⌂ ╩ ⌐ ⅎ⁸ ⇔╕∆⁹ 

                                                      

24 本人に適切な医療が提供されることが重要です。場合によっては成年後見人等が不在で

も、本人を取り巻く関係者がそれぞれの役割を分担すること等で適切な医療が提供される

よう調整をお願いします。 
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ᵔ ⌐ ∆╢↓≤ 

 ⅜ ╩⇔╕∆─≢⁸ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

│⁸ ⌐╟∫≡ ∂╢ │ ─ ⅛╠ ⇔╕∆⁹⌂

⅔⁸ ⅜ ≤⇔≡⁸ ╩ ∆╢↓≤│№╡╕∑╪⁹

│  

 

ᵕ ⌐ ∆╢↓≤ 

─ ╩ ⇔√ ≢⁸ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

ה ∆╢ ─ ה ה ─☻ⱦכ◘ │ ─

≤⌂╡╕∆⁹ ⁸ ⅜☻ⱦכ◘⌂℮╟─≤⌐ ≤ ⅎ╠╣╢─⅛⁸≥─

╟℮⌂ ⅜№╡℮╢─⅛⌐≈™≡⁸ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

⌂⅔⁸ │⁸ ─ ↑ ⇔╛ ה ─ ⅝ ™─╟℮⌂

╩ ─ ≤⇔≡ ℮╙─≢│№╡╕∑╪⁹⇔⅛⇔⁸ ⌐ ∂

≡↓╣╠╩ ╩☻ⱦכ◘℮ ∆╢─│ ─ ⌐ ╕╣╕∆⁹ 

╕√⁸ ┼─ ─ ™╛ ⇔™ ה ☻ⱦכ◘ ─ ⌐

№╦∑≡⁸ ╠⅜ ─ ─√╘⌐ ∆╢ ╩ ∆

╢ ─ ╩ ∫≡™╢ ╙№╡╕∆⁹ ⇔√™ ╩ ⅎ⁸

⌐ ⇔╕∆⁹ 

 

ᵖ ─ ה ─ ⅝ ה╡ ⌐ ∆╢↓≤ 

⁸ ⁸ ─℮∟⁸ ⌐≈™≡│⁸ ─ ─

⁸ ⅜ ─ ╩ ℮↓≤⅜≢⅝╢√╘⁸ ─ ⌐

│ ⌐ ⇔╕∆⁹25 

                                                      

25成年後見の事務の円滑化を図るための民法及び家事事件手続法の一部を改正する法律（平

成 28 年法律第 27 号）により、相続財産の保存行為、弁済期が到来した相続債務の弁済、

火葬又は埋葬に関する契約の締結等といった一定の範囲の死後事務については、成年後見

人の権限に含まれることとされました（平成 28 年 10 月 13 日施行）。 

成年後見人は下記の死後事務を行うことができます。なお、「葬儀」に関する権限について

は、成年後見人としての事務に含まれていません。 

(1) 個々の相続財産の保存に必要な行為 

  （具体例） 

・ 相続財産に属する債権について時効の完成が間近に迫っている場合に行う時効の中

断（債務者に対する請求。民法第 147 条第１号） 

・ 相続財産に属する建物に雨漏りがある場合にこれを修繕する行為 

(2)  弁済期が到来した債務の弁済 
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⌂⅔⁸ ⁸ ─ ╙⁸ ─ ─ P37

╩ ⇔≡™╢ ⅜№╢√╘⁸ ⇔╕∆⁹ 

╕√⁸ │ ≤≤╙⌐ ─ ⁸ │ ─

─ ┼ ⇔╕∆⁹26 ─ │ ≢╙ ℮↓≤⅜≢⅝╕∆⁹
27 ₈ ⌐╟╢ ⌐ ∆╢ ₉   

                                                      

  （具体例） 

・ 成年被後見人の医療費、入院費及び公共料金等の支払 

(3)  家庭裁判所の許可の上、その死体の火葬又は埋葬に関する契約の締結その他相続財

産全体の保存に必要な行為（(1)(2) に当たる行為を除く。） 

  （具体例） 

・ 遺体の火葬に関する契約の締結 

・ 成年後見人が管理していた成年被後見人所有に係る動産の寄託契約の締結（トランク

ルームの利用契約など） 

・ 成年被後見人の居室に関する電気・ガス・水道等供給契約の解約 

・ 債務を弁済するための預貯金（成年被後見人名義口座）の払戻し 

26 戸籍法（抄） 

第 25 条 届出は、届出事件の本人の本籍地又は届出人の所在地でこれをしなければなら

ない。 

第 86 条 死亡の届出は、届出義務者が、死亡の事実を知つた日から七日以内(国外で死亡

があつたときは、その事実を知つた日から三箇月以内)に、これをしなければならない。 

２ 届書には、次の事項を記載し、診断書又は検案書を添付しなければならない。 

一 死亡の年月日時分及び場所 

二 その他法務省令で定める事項 

３ 略 

第 88 条 死亡の届出は、死亡地でこれをすることができる。 

２ 略 

27 戸籍法（抄） 

第 87 条 略 

２ 死亡の届出は、同居の親族以外の親族、後見人、補佐人、補助人及び任意後見人も、こ

れをすることができる。 
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⅜ ≢⁸ ╩ ⇔≡™⌂™  

ᵑ ─ ⌐ ∆╢↓≤ 

─ⱨ꜡כꜗ♅כ♩╩ ⌐ ╛ ─ ╩ ⇔⁸ ─

╩ ⇔√ ≢⁸ ≤⌂╣╢ ⅜™╢⅛╩ ⇔╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☿fi♃כ ⅜ ─ ╛ ⅛╠─ ≢ ─

╠⇔╩ ⇔≡™╢↓≤╙№╡╕∆⁹ ≤ ─ ⁸ ☿fi♃כ

╛ ≤ ╩ ╡╕∆⁹ 

⅜⁸ ─ ╛⅛⅛╡≈↑ ⌂≥╩ ╘ ⇔√ ╩

⌐ ∫≡⅝≡™╢ ⅜№╡╕∆⁹ ⅛╠ ╕≢─ ╩

╟╡ ⅝ ╡╩⇔≡⁸ ⅜ ╘ ⇔√ ╛ ⌐ ∟ ∫√ ⌂≥⅛

╠ ╩ ╕∆⁹ 

 

─ ─  

─  

⁸ ─  

 №╡ ⌂⇔ 

 №╡ ⌂⇔ 

≤⇔≡ ╘╢ ╩ ⌐

⇔⁸ ⌂ ┼ ─ ⌐≈™≡

─ ╩ ℮⁹ 

⌐ ≤⇔≡ ╘╢

╩ ⌐ ─ ⁸ ⅝ ↑

╠╣⌂™ │⁸∕─ ╩◌

ꜟ♥⌐ ∆╢⁹ 

─ ╛ ⌐╟∫≡⁸∕╣∙╣─ ┼ ⇔╕∆⁹ 

│ ☿fi♃כ┼  

│ ☿fi♃כ ┼  

─ ┼  

≢ ⌐ ∆╢⅔∕╣─№╢ ⌐ ∆╢

┼  
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ᵒ ⌐ ∆╢↓≤ 

⅜ ≢⅝╢╟℮╦⅛╡╛∆ↄ ╩ ℮≤≤╙⌐⁸ ⁸◔▪ⱴⱠ☺ꜗ

⁸כ ╛ ה ⌂≥⁸ ─ ─ ╡─ ≢⁸ ─

⌐≈™≡─ ⌐ ╩ ∆╢ ⅜™╢ │⁸ ─ ╩ ⇔√ ≢⁸

╩ ™╕∆⁹ 

╕√⁸ ⌐ ⇔≡ ≢⅝⌂™≤ ╘╠╣╢╒≥ ⅜ ⌂

⌐│⁸ ┼─ ╩ ℮↓≤≢ ⇔╕∆⁹28 

⌂⅔⁸ ≢⅝╢ ⅜™⌂™≤⅝│⁸ ┼─ ╩ ╖√ ≢⁸∕─

╩◌ꜟ♥⌐ ∆╢↓≤≢ 29⇔╕∆⁹ 

 

ᵓ ⌐ ⌂ ─ ⌐ ∆╢↓≤ 

≤⇔≡│⁸ ╛♃○ꜟ⁸ ─ ⌐ ⌂ ⌐≈™≡

╛ ⇔ ⇔⅜≢⅝╢ ⌐№╢↓≤⅜ ╕⇔™≢∆⁹ 

─ ╩ ⇔√ ≢⁸ ≢ ⌐ ⌂ ─ ⅜ ⌂™

─ ⁸ŋ ─ ─ ⌐ ⇔√ ⌂ ─ ⅜™╢≤⅝│⁸

─ ╩ ∫≡ↄ╣╢⅛≥℮⅛ ⇔≡╖╕∆⁹ ─Ⱳꜝfi♥▫▪

─ ☻כꜞ╛ ─ ╙ ⅎ╠╣╕∆⁹  

                                                      

28 注 18 参照 

29 疑義解釈資料の送付について（その７）（平成 19 年 4 月 20 日厚生労働省保険局医療課

事務連絡 別添【９ 入院基本料等の施設基準（入院診療計画）】） 

（問 32）入院診療計画書は、文書により作成後、入院後 7 日以内に患者に対して説明をし

なければならないが、患者が昏睡状態であるなど、入院後 7 日以内に患者に説明ができ

なかった場合には、当該患者の入院に係わる入院基本料又は特定入院料の全てが算定で

きないのか。 

（答）医師の病名等の説明に対して理解ができないと認められる患者については、その家

族等に対して説明を行えば算定できる。 

  また、説明できる家族等もいない場合には、その旨カルテに記載して算定できる。な

お、患者の状態が改善し説明が行える状態になった場合又は家族等が現れた場合等に

は、速やかに説明を行い、その旨カルテに記載すること。 
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ᵔ ⌐ ∆╢↓≤ 

⌂ ╡⁸ ⌐ ⇔≡ ≥─╟℮⌐ ─ ⇔ ╣╛ ╩⇔≡™√

─⅛ ⅝ ╡╩⇔╕∆⁹ ─╖ ╦∫≡™√ ⅜™╢↓≤╙№╡╕∆⁹

∕─ │ ─ ╩ ⇔√ ≢⁸∕─ ⌐ ╩ ╡╕∆⁹ 

─ ™╩ ← ≤⇔≡⁸ ⌐ ─ ╩ ∆╢↓≤

⅜ ≢∆⁹ 

─ ╩ ⇔⁸ ─ ™ ⅜

↕╣≡™╢ ╛ ⌐⌂∫≡™╢ ⌐│⁸ ─ ⅜

∫≡™╢↓≤⅜ ⅎ╠╣╕∆─≢⁸ ─ ╙ ╘≡ ⌐

⇔╕∆⁹ 

─ ⅜№╢ ⁸ ≢─ ⅜ ╕≢≤⌂╢

╩ ⇔≡╙╠ⅎ⌂™ ⅜№╡╕∆─≢⁸↓─ ╙

─ ™╛ ─ ╙ ╘≡ ≤─ ⅜ ⌐⌂╡╕∆⁹ 

⅜ ╩ ∫≡™⌂™ ╛ ⌐ ⇔≡™╢≤ ⅎ╠╣╢

⌐│⁸ ─ ⌐ ∆╢ ╛ ─ ┼─

╙ ≢∆⁹ 

⌂⅔⁸ ─ │⁸ ─ ╩ ⅝⁸ ≤⇔≡ ─№

∫√ ⌐⅔™≡ ≢№╢≤ ↕╣√ ≤⌂╢√╘⁸ ─

⅜ ⌐⌂╡╕∆⁹ 

╕√⁸ ⅜ ⇔≡™╢ P37 ≢

│⁸№╢ ─ ⅜№∫≡ ─ ⅜ ⌂ ⌐│⁸ ⌂

─ ╩∆╢↓≤╙≢⅝╕∆⁹ 

⅜ ⌂ ≢ ⌂ ⅜ ╙ ⇔™≤ ↕╣╢

│⁸ ─ ╙ ⌐ ╣≡⁸ ─ ─ ☿fi

כ♃ P39 ╛ ─ ─ ⌐ ⇔╕∆⁹

₈ ⅛╠ ╩ ⇔ ≤⌂∫√ ₉  
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ᵕ ⌐ ∆╢↓≤ 

─ ╩ ╘√ ⌐╟∫≡☻ⱶכ☼⌐ ╙☻כ◔╗

№╡╕∆─≢⁸ ╩◘ⱳכ♅╢∆♩כⱶ ╡╩⇔≡™ↄ ≢⁸

─ ┼─ ╙ ≢∆⁹ ₈ ─ ╩ ⇔√

₉  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

ᵖ ─ ה ─ ⅝ ╡⁸ ⌐ ∆╢↓≤ 

⅜™⌂™ ─ ה ─ ⅝ ה╡ 30⌐≈™≡│ ⅜

℮↓≤≤⌂╡╕∆⁹ 

≢№╣┌ ≤⌂∫≡™╢ ╛ ⌂≥ ⌐╟∫≡ ™╕∆ ⌐

╩ ⇔≡⅔ↄ≤☻ⱶ⁹3132∆≢☼כ 

⌂⅔⁸ ─ ╩ ⇔⁸ ─ ⌐⅔™≡╙ ⌐ ∟ ∫≡

╣╢ ⅜™╣┌⁸ ─ ╡─ ⌐≈™≡ ⇔╕∆⁹  

                                                      

30 注 21 参照 

31 注 22 参照 

32 注 23 参照 

ἧ ◔▪ⱴⱠ☺ꜗכ P40 ─  

ἧ P39 ─  

ἧ ─  

ἧ ◘ⱳכ◘♩כⱦ☻ ─  

╦╡⌂⇔ ╦╡ ╡ 

╕≢ ╦╡─№∫√

─ ≤⁸ ─ ╛

╩ ⇔⌂⅜╠ ─ ╛

⅝─ ╩⇔╕∆ 

√⌐ ╩◘ⱳכ♅╢∆♩כⱶ ╡⅜

≤⌂╡╕∆⁹ ─ │ ☿

fi♃⁸כ ─ │ ⁸

⌐ ∆╢⅔∕╣⅜№╢ │

⌐ ∆╢ ⌐ ⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ 
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⌐ ╢ ⅜ ⌂ ⌐ ╘╠╣╢↓≤ 

 ─ ≢│⁸₈ ⁸ ⁸ ⁸ ∕─ ─

─ ™ │⁸ ╩ ∆╢⌐ √╡⁸ ⌂ ╩ ™⁸ ╩ ↑╢ ─

╩ ╢╟℮ ╘⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹₉≤↕╣≡⅔╡⁸ ─ ─

⌐⅛⅛╦╠∏⁸ ─ ⅛╠ ⌂ ─ ≤ ⅜⌂↕╣⁸

⌐╟╢ ╩ ≤⇔√ ≢ ⌂ ╩ ℮↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 ≢⁸ ─ ─ ≢│⁸ ⌐ ╩ ∫√ ⌂≥ ─ ⅜

≢⅝⌂™ ╙ ⌐ ↄ╖╠╣╕∆⁹ ≢│⁸↓─╟℮⌂ ⌐⅔

↑╢ ─ ─ ה ⌐≈™≡⁸ ≢ ╘╠╣≡™╢ ⌂

ↄ⁸⌂│ꜟכꜟ ╛ ●▬♪ꜝ▬fi33⌐ ≠⅝⁸ ⌐ ↕╣≡™╢

╙─≤ ⅎ╠╣╕∆⁹ 

 ─ ╛ ה ⌐╟╡ ⅜ ⌂

⌐≈™≡╙⁸ ─ ⅜ ⌐ ╢ ה ⅜≢⅝╢≤∆╢

│⌂ↄ⁸ ⌐ ↕╣╢ ⌐ ╢ ה ╩ ℮↓≤│

─ ⌐ ╕╣≡™╢≤│ ⅎ╕∑╪⁹ 

 ↓↓≢│⁸ ─ ⅜ ⌂ ≢№∫≡╙ ⌂ ╩ ↑╢↓

≤⅜ ╢╟℮⁸₈ ─ ⌐⅔↑╢ ─▪◔ה ⱪ꜡☿☻⌐ ∆╢

●▬♪ꜝ▬fi₉ 30  ₈ⱪ꜡☿☻●▬♪ꜝ▬

fi₉≤™℮⁹ ─ ⅎ ╙ ╕ⅎ⁸ ╛ⱶכ♅▪◔ה ─

⌂≥ ≤⇔≡─ ╩ ∆≤≤╙⌐⁸ ⌐ ╢ ─ ≢⁸

⌐ ↕╣╢ ⌂ ⌐≈™≡ ⇔≡™╕∆⁹ 

 

╛ⱶכ♅▪◔ה ─  

⅜ ╘╠╣╢ ≢ ─ ⅜ ≢⅝⌂™ ⁸₈ⱪ꜡☿☻●▬

♪ꜝ▬fi₉─ ⅎ ╩ ╕ⅎ⁸ ╛ ─ⱶכ♅▪◔ה ≢ ⌂ ╩

℮ ⅜№╡╕∆⁹⌂⅔⁸ ∟⌐ ╩ ≤∆╢╟℮⌂ ─ ⌐│⁸

⌐ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

ⱪ꜡☿☻●▬♪ꜝ▬fi  

ᵑ ⅜ ─ ╩ ≢⅝╢ ⌐│⁸∕─ ╩ ⇔⁸

⌐≤∫≡─ ─ ╩≤╢↓≤╩ ≤∆╢⁹ 

ᵒ ⅜ ─ ╩ ≢⅝⌂™ ⌐│⁸ ⌐≤∫≡ ⅜ ≢№

╢⅛⌐≈™≡⁸ ⌐ ╦╢ ≤⇔≡ ≤ ⌐ ⇔ ™⁸ ⌐≤∫

                                                      

33 慣習的に家族による決定・同意が行われているほか、近年は厚生労働省や各学会による

ガイドラインが公表されている。 
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≡─ ─ ╩≤╢↓≤╩ ≤∆╢⁹ ─ ⁸ ─ ─ ⁸

─ ⌐ ∂≡⁸↓─ⱪ꜡☿☻╩ ╡ ⇔ ℮⁹ 

ᵓ ⅜™⌂™ ┘ ⅜ ╩ ⌐ⱶכ♅▪◔ה ⌡╢ ⌐

│⁸ ⌐≤∫≡─ ─ ╩≤╢↓≤╩ ≤∆╢⁹ 

ᵔ ↓─ⱪ꜡☿☻⌐⅔™≡ ⇔ ∫√ │⁸∕─ ⁸ ⌐╕≤╘≡⅔ↄ

╙─≤∆╢⁹ 

 ⌐ ∆╢ ⌐⅔™≡│⁸ ─ ∞↑≢⌂ↄ⁸ ╛

◔▪ⱴⱠ☺ꜗ⁸כⱱכⱶⱫꜟⱤכ⌂≥ ⌐ ╦╢ ⅜⁸ ╡ ⇔ ─ ⌐

⇔≡ ™╩ ℮↓≤⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ 

 ⌐⅔™≡│⁸ ╡⅜⌂™ ┼─ⱴ♬ꜙ▪ꜟ ⁸ ⅔╟┘ ≢

─ ◌fiⱨ□꜠fi☻─ ⁸ ─ ⌂≥─ ╩ ℮↓

≤╙ ≢∆⁹ ₈ ⌐╟╢ ⌐ ∆╢ ₉

┘ ₈ ╡⅜⌂™ ┼─ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ ─ ₉  

 ⌂⅔⁸ ⌂ ≢─ ⌐ ∆╢╙─≤⇔≡⁸₈ ─ ─

ה ⌐⅔↑╢ ●▬♪ꜝ▬fi₉ 30

⁸₈ ☻ⱦכ◘ ─ ⌐ ╢ ●▬♪ꜝ▬fi₉ 29
34⅜ ↕╣≡™╕∆⁹  

                                                      

34 障害福祉サービス事業者が障害福祉サービスを提供する際に行う意思決定支援について

まとめられているものです。 
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⌐ ↕╣╢ ⌂  

─ ⅜ ⌂ ⌐⅔™≡⁸ ⅜ ─ ╩ √∆

↓≤≢⁸ ⌐ ⌂ ╩ ↑╠╣╢╟℮⌐⇔≡™ↄ↓≤⅜ ≢∆⁹ 

⅛╠╙⁸↓─╟℮⌂ ╦╡⅜ ⅛≥℮⅛⁸ ⌐ ⇔

╕⇔╞℮⁹ 

 

─  

⌂ ─ ה ─ ™  

 ̧ ─ ⌐ ∂√ ⅜☻ⱦכ◘ ↑╠╣╢╟℮⁸ ⌂ ╩

∆╢≤≤╙⌐⁸∕╣⌐ ℮ ה ⌐≈™≡⁸ ⅛╠─

⌐ ∂≡ ─ ─ ⅛╠ ™╩ ℮⁹ 

 

⌂ ─☻ⱦכ◘  

─ ─  

⌐ ⌂ ⅜ ⌐ ↕╣╢╟℮⁸ ─ ⌐ ≈╟℮⌂

⁸ ╩ ─ ⅛╠ ∆╢≤≤╙⌐⁸
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↕╣√ ⌐≈™≡ ╩ ╘≤∆╢ ⌐ ∆╢⁹╕√⁸

⅛╠ ↕╣√ ─ ⅔ↄ∆╡ ╩ ⌐ ∆

╢⁹ 

β ⌂⅔⁸ ─ ─ ⅛╠⁸ │ ⌐ ↕╣╢ ─ ⅜

⅛≥℮⅛ ∆╢√╘⌐ ⌐ ⇔≡ ╩ ╘╢↓≤⅜≢⅝╢≤ ⅎ╠

╣╕∆⁹↓─√╘⁸ │ ⅛╠ ╘⅜№∫√ ⌐│ ⌐ ╩

℮↓≤⅜ ╘╠╣╕∆⁹ 

 

─  

⅜ ⇔╛∆™ ─  

 ̧ ⌐≈™≡─ ╩ ⅜ ⇔╛∆™╟℮⁸ ⅜ ⇔≡™╢

⅜™╢ ⌐│⁸ ─ ┼─ ─ ╩ ℮⁹ 

 ̧ ⅜ ⌐≈™≡─ ─ ⌐ ⇔⁸ ⌐ ⅛╡╛∆™

≢ ⅎ╢ ⁸ ─ ╩ ∆╢⁹ 

 ̧ ∕─ ⌐ ∂≡ ≤─◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi╩ ╩☻ⱦכ◘╢∆

⇔√╡ ─ ⌂≥ ⁸ ─ ╩ ─ ╣ ⇔╪∞

⌐ ∆╢ ─ ╩ ℮⁹ 

 

╩ ∆╢√╘─  

 ̧ ⅜≥─╟℮⌂ ╩ ↑√™≤ ⇔≡™√─⅛⁸ ╩ ╪≢™√─⅛

─ ╩ ∆╢ ⌐ ≤⌂╢ ╩ ⇔⁸ ⌐ ⇔

≡∕─ ╩ ℮⁹ 

 ̧ ─ ⌂≥ ╩ ∆╢√╘─◌fiⱨ□꜠fi☻─ ╩

℮≤╙⌐⁸ ╙ ─ⱶכ♅ ≤⇔≡ ─ ⌐

∆╢⁹ 

 

⁸ ─≡™≈⌐☻ⱦכ◘⌂  

 ̧ ⅜≥─╟℮⌂ ≥☻ⱦכ◘╛ ⇔℮╢─⅛⁸ ╙ ╕ⅎ≡

╛ ⌐ ∆╢⁹ 

 

∕─  

┼─ ה ─ ─ ⅝ ⇔  

 ̧ ⌐ ⅜™╢ ⌐│⁸ ╦╡─ ↄ⌂∫≡™√ ┼─ ⁸

⁸ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ≤─ ╩ ™ ⌐ ∂≡

╙ ℮⁹ 
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⁸ ─ ⌂ ─ ⁸ ─ ה ─ ⅝ ╡  

 ̧ ●▬♪ꜝ▬fi─ ≢ ⇔≡™╢ ⌐≈™≡ ╛∕─ ─

≤ ⇔⌂⅜╠ ╩ ℮⁹ P11  

 

β ≤⇔≡─  

  ≢│⁸ ─ ≤⇔≡™╦╝╢ ╕≢│ ╕

╣⌂™↓≤⌐≈™≡ ⇔⁸ ⌐ ┼─◘▬fi╩ ∆

╢↓≤⅜⌂™╟℮ ⇔≡ ↕™⁹ ⅜ ⌐ ⇔≡ ╩

∫√ ╩⁸ ≤ ─ ≢ ≤⇔≡ ⇔√™ ⌐

│⁸ ⅎ┌₈ ≤⇔≡ ─ ╩ ↑╕⇔√₉ ─ ≤∆╢↓

≤≢ ∆╢≤™℮ ╙№╡╕∆⁹ 

 

β ─ ⌐≈™≡─  

  ≤─ ─ ⅜ ⅛╠⌂⅛∫√╡⁸ ─ ⌐

⅜ ∂√╡∆╢ ⌐│⁸ ⌐ ∆╢↓≤⅜ ⅎ╠╣╕∆⁹ 

 

  
○ 成年後見制度利用促進基本計画に基づく中核機関等 

 市町村ごとに社会福祉協議会やＮＰＯ団体が、「成年後見センター」や「権利擁護

センター」等を設置している場合があります。市町村に対し、どこが窓口になってい

るか確認して下さい。 

○ 専門職団体の相談窓口 

 専門職が成年後見人等になっている場合には、専門職団体ごとに相談窓口を設け

ています。各専門職団体のホームページ上で調べて連絡して下さい。 

※ なお、成年後見人等の業務に明らかな不正があると疑われる場合には、本人の住ま

いを管轄する家庭裁判所の成年後見担当部署に連絡して下さい。 
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 A↕╪ ה   70      

 ⱴכ♥
⌐╟╢ ⌐ ∆╢  

⌐ ╛◔▪ⱴⱠ☺ꜗכ─ ╦╡⅜ ≤⌂∫√  

 

 

─  

3ה ☻ⱦכ◘╡╟ ⅝ ⌐ ⁹ ⅛╠ №╡⁹ ⌂≥─ ─ ╛

⅜ ≢⁸ ≤─ ╛◔▪ⱪꜝfi│ ─ ╩ ↑≡™╢⁹ 

ה ↑ ⌐ ⌐≡ ╣≡™╢─⌐ ⅜ ≠⅝ ⁹A ⌐ ↕╣ ╩ ↑

√⅜ ─ ⅜ ⇔≡™╢⁹ 

⌐⅔™≡ ≤⌂╡⅜∟⌂  

ᵑ ⌐ ∆╢ ─  

ᵒ ─ ╛ ┼─ ─  

ᵓ ─  

ᵔ ─  

ה≡ ─  

ᵑ₈ │ ⅜ ≢№╢₉↓≤╩ A ─ ⱶכ♅ ≢ ⁹∕─ ≢⁸

╟╡⁸↔ ⌐ ╦╡─№╢◔▪ⱴⱠ☺ꜗכ╛ ⌂≥┼ ⌐ ⇔≡╙╠℮╟℮⌐

⁹ 

ᵒ ─ ⌐≈™≡╙⁸ᵑ≤ ⌐ A ─ ≥ⱶכ♅ ╩⇔≡™ↄ⁹ 

ᵓ ╩ ∫≡™╢ ≤ A ⅜ ⇔ ╩ꜟ○♃⁸☻כꜞ─ ⇔≡╙

™⅜ ⌂ ≢№╢↓≤⁸ ⅔╗≈─ ⅜ ⅎ ╢ ≢№∫√≤⇔≡╙ ™ ≢№╢↓

≤╩ ─ ⁸ ∆╢↓≤≤⌂∫√⁹ 

ᵔA ⅜ ⌐ ─ │ ≢№╢↓≤╩ ⁹ ─ ╛ ⌐

≈™≡⁸ ⅜ ╘ A↕╪≤ ™╩⇔≡ ╩⇔≡™√⁹ 

─ⱳ▬fi♩ ─  

ה ⌐ ∆╢ ⌐│⁸ ─⅛⅛╡≈↑ ╛ ה ─ ⁸ ╩ ╘√

⅜ ─ ╩ ⇔≡ ╩∆╢↓≤⅜ ≤⌂╢⁹ │ ה ⅜™

⌂™ ⌐╙⁸ ─ ─ ╙ ╘≡ ─ ⅜≢⅝╢ ™─ ╩ ∫≡™ↄ↓≤⅜ ≢№

╢⁹ 

ה ⌐⅔™≡│⁸ ╡─⌂™ ┼ ⌂ ⅜ ≢⅝╢╟℮⁸ ╘ⱴ♬ꜙ▪ꜟ─ ╛

≢ ≢⅝╢ ⅜ ≤⌂╢⁹ 

  

 

◔▪ⱴⱠ

 כꜗ☺
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 B↕╪ ה   63     ⌂⇔ 

 ⱴכ♥
⅛╠ ╩ ⇔ ≤⌂∫√  

ה  

 

 

 

 

─  

ה ╟╡ №∫√⅜ ⁹ ─ ╩ ⇔◒ꜞ♬♇◒╩ ⇔√≤↓╤⁸ ╩

↕╣⁸◒ꜞ♬♇◒╟╡ ⌐ ⁹ ⌐ ≤⌂∫√⁹ 

ה ⌐ │ / ≢▪ꜟⱣ▬♩╩⇔≡™√⁹ │ ╟╡ ∫≡™⌂™⁹ 

⌐⅔™≡ ≤⌂╡⅜∟⌂  

ᵑ ─ ⌐≈™≡ 

ᵒ ─ ™⌐≈™≡ 

ה≡ ─  

ᵑ ⌐ ∆╢ │↔ ⌐ ⁹ ─ │⁸B↕╪╟╡ ⌐⇔≡ ⇔™≤ ↕

╣√ ⁸ ╘ ⌐ ⇔≡╙╠™⁸B↕╪≤ ⌐ ⇔≡╙╠™ ⌐≈™≡ ╩⇔

√⁹ 

ᵒB↕╪│ ─ │ ∂≡™√⅜⁸ ─ ⌐╟╡⁸ ─ ⅜

≢№╢↓≤╛⁸ ╩ ℮↓≤⅜ ⇔™≤™∫√ ≢ ≢⅝⌂⅛∫√⁸≤™℮

╩ ⌐ ⅝ ╡╩⇔√ ⌐ ⇔╩⇔√⁹∕╣⌐╟╡⁸ ⌐ ─

⌐ ⇔⁸ ≤ ⌐≡ ⁹ ─ ╩∆╢↓≤≤⌂∫√⁹ ⁸

⁸ ⁸ ┼─ ⅜ ⌐╟∫≡ ╦╣⁸ ⌐ ≤⌂

╡ ≢─ ⁸∕─ ≤⌂∫√⁹ 

─ⱳ▬fi♩ ─  

ᵑ ה ─≤⌂fi♁כⱤכ◐⁸ ⌐ ∑∏⁸ ─ ─ ≢ ∫≡ ⅎ

╢ ⅜№╣┌∕─ ╩ ⇔≡™ↄ ⅜№╢⁹ 

ᵒ │ ─ ⌐⅔™≡ ™─ ╙ ∆╢↓≤≢⁸ ╡─ ⌐ ∑∏⌐

⌐ ⌂ ╩ ⁸√╕⁹╢№╙☻כ◔╢⅝≢ ⌐╟╡ ⌐ ℮ ─ ⅝

⇔⅜≢⅝⌂™ ≢№∫√ ─♪כ◌♩♇☺꜠◒⁸╙≡™⅔⌐ ╛⁸ ─ ™ ─

─ ⅝ ╡≢ ⌂ ⅜ ≤⌂╢⁹ 

  

 

  

ה  
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 C↕╪ ה   80   
 

   

 ⱴכ♥
─ ╩ ⇔√  

─ ≡╩⇔≡◘ⱳכ♩⇔√  

 

 

 

─  

ה ≡ ⌐≡ ⇔ ≤⌂╡⁸ 2 ⌐ ≤⌂∫√⁹ 

1 ⅛⅛╡≈↑ ╟╡ ─ ╩ ↑≡™╢⁹ │ ≢─ ╩ ⇔≡⅔╡⁸ ꜞ

Ɫⱦꜞ ┼─ ╩ ↕╣≡™╢⁹ 

ה ─ ≤⇔≡ ⇔≡™╢ ꜞⱢⱦꜞ♥כ◦ꜛfi ╟╡⁸ ─ ≤

─ ⌐◘ⱳכ♩⅜⌂™ ≢─ ↑ ╣⅜ ⇔™≤ ╦╣≡™╢⁹ 

⌐⅔™≡ ≤⌂╡⅜∟⌂  

ᵑ ™ ⌐≈™≡ 

ᵒ ⌐≈™≡ 

ᵓ ⌐ ⌂ ╩ ∆╢ ⌐≈™≡ 

ה≡ ─  

ᵑ ─ ™ ╙ ╘≡◔▪ⱴⱠ☺ꜗכ⌐ ⁹◔▪ⱴⱠ☺ꜗכ╟╡ ☿fi♃כ⌐

⅜ ╡⁸ ⌐≡↔ ≤ ☿fi♃⁸כ◔▪ⱴⱠ☺ꜗכ⅜ ─ ╙ ╘≡ ⇔

℮↓≤≤⌂∫√⁹ ─ ╩ ⇔√⅜⁸ ─ ⌐ ⌂ ⅜ ≢№

╢√╘⁸ ─ ≡╩∆╢↓≤≤⌂╡⁸ ≤⌂╢ ⅜ ⌂√╘ ☿fi♃

⁸≡∫╟⌐♩כⱳ◘─כ ─ ─ ≡╩ ∫√⁹ 

ᵒהᵓ ╩ ⇔≡™╢ ꜞⱢⱦꜞ♥כ◦ꜛfi ⅛╠│⁸ ─ ≤ ─ ⌐

≈™≡ ↕╣╣┌ ≢⅝╢⅜⁸ ↄ⌂™╟℮≢№╣┌ ⅜ ⇔™≤ ↕╣≡™╢⁹

☿fi♃כ≤C↕╪─ ⌐╟╡⁸ ≡⅛╠ ⅜ ∆╢╕≢─ ⁸ ─

─ ≡╩ ⇔⁸ ─ ⌐≈™≡│ ≤∕─ ─ ⌐ ↑≡ ≢ ╩∆╢↓≤

≤⇔√⁹ ≢ ⇔√ ≤ ☿fi♃כ ⌐≡ ꜞⱢⱦꜞ♥כ◦

ꜛfi ┼ ⁹ ─ꜞⱢⱦꜞ ┼─ ≤⌂∫√⁹ 

─ⱳ▬fi♩ ─  

ᵑ ⅜ ≢⁸ ─ ™╛ ─ ─ ⌐ ⅜№╢ │

≡─ ⅜ ⌂ ⅜№╢⁹ ☿fi♃כ╛ ─ ⅜ ≤⌂╡⁸

≡╩∆╢ ⅜™⌂™ ─ │ ⅜ ≡╩ ℮⁹ ≡⌐│ ⅜ ⌐⌂╡⁸

⌐│ ─ ╩ ╘╠╣╢↓≤⅜№╢⁹ 

ᵒהᵓ ⌐⅔™≡⁸ ╡⅜⌂™↓≤⌐╟∫≡ ╛ ╩ ╗↓≤⌐ ⌂ │ ↄ⁸

⌂ ╩ ≢⅝╢ ╩ⱶכ♅ ╢↓≤⌐╟∫≡⁸∕─ ─ ⅜ ⅜ ╘╢ ╩ ℮↓≤

⅜≢⅝╢⁹ ⌂ ≤⇔≡⁸ ≤⇔≡ ∆╢╕≢─ ₈ ─ ─ ₉

≤™℮ ≡╩⇔≡╙╠™⁸ ≡⅛╠ ─ ⅜ ∆╢╕≢─ ─ ─ ╩ ⇔≡

╙╠℮↓≤≢⁸ ╘╠╣≡™╢ ─ ™ ⅜ ⅎ⁸ ↕╪─ ╩ ╢↓≤⌐╙ ⅜╢ ⅜№

╢⁹ 

  

◔

▪☿fi♃כ 

◔▪ⱴⱠ

 כꜗ☺
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 D↕╪ ה   92   
 

  

 ⱴכ♥
─ ╩ ⇔√  

╩ ⇔≡◘ⱳכ♩⇔√  

 

 

 

─  

ה ⅜ │ ╠⇔╩↕╣≡™√D↕╪⁹ ⌐≡ ↑ ⌐ ™ ╩ ⇔≡ ─

Ⱳ♃fi╩ ⇔⁸ ─ ↕╪⅜ ⁹ ⌐≡ ≤⌂∫√⁹ 

ה ⌐ ╩ ≤⇔≡ │ ⅝ ™√™≤ ⁹ ⌐≡ ╛

ⱱכⱶ ┼─ ╩ ╘≡™╢⅜⁸ ⌂≥⅜ ≢№╢↓≤╟∫≡⁸ ┼─ ⅜ ≤⌂

∫≡™╢⁹ 

⌐⅔™≡ ≤⌂╡⅜∟⌂  

ᵑ ™ ⌐≈™≡ 

ᵒ ⌐≈™≡ 

ה≡ ─  

⅛╠ ╦╡─№∫√ ☿fi♃כ┼ ⁹ ☿fi♃כ╟╡ ◦

☻♥ⱶ≢ ╦╡─№╢ ≤ ⌐ ∆╢↓≤≤⌂╡⁸ ╟╡

─ ╩ ↑⁸ ⅝╩ ╘╢↓≤≤⌂∫√⁹ ⁸ ╩ ⇔≡™╢

≤ ☿fi♃⁸כ ⁸ ⅜↔ ≤ ⁹

─ ⅝ ╡⅛╠⁸ ≢♪כ◌♩♇☺꜠◒╙ ─ ™╩⇔≡⅔

╡⁸ ⌐ ⇔≡│ ╩↔ ⌐ ♪כ◌™╠╙≡⇔ │ ⅝ ≤⇔≤⇔√⁹ 

ᵒD↕╪─ ⌐ ∫≡⁸◔▪ⱴⱠ☺ꜗ⁸כ ☿fi♃⁸כ ≤ ⅜

╩ ╘╢⁹ ⌂ ⁸ ─☻ⱦכ◘ ⅜ ─ ☻ⱦכ◘≢

⅜ ↑╠╣╢↓≤⁸ ☿fi♃כ╛ ⅜ ⇔≡ ╦∫≡™ↄ↓≤⌐╟∫≡⁸ ⇔

≡™√ ╙₈ ה ₉≤⇔≡─ ⅜⌂™ ≢─ ╩ ↑ ╣╢↓≤≤⌂

∫√⁹ 

─ⱳ▬fi♩ ─  

ᵑ ─ ™⌐ ⇔≡⁸ ⌐ ╩ ╘≡™╢ │ ╩ ≢⅝⌂™↓≤∕─╙─⅜

≤⌂∫≡⇔╕℮ ⅜№╢⁹╕√⁸ ─ ⅛╡ ╛ ⌂≥─ ⅛╡ ⅜

←⌐ ≢⅝⌂™ ╙ ≢№╢⅜⁸ ♪כ◌♩♇☺꜠◒╠⅛ ™╛♦ⱦ♇♪◌כ♪

™ ─ ™ ─ ⁸∕╣╩◘ⱳכ♩∆╢ ⌂ ─☻ⱦכ◘ ⌂≥≢ ™─

╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

ᵒ │₈ ה ₉≤⇔≡ │≢⅝⌂™⁹ ∑≡⁸ ↑ ╣

─ ⌐⅔™≡╙⁸ ⌐ ∆╢ │ ╩ ╘╢ │⌂ↄ⁸ ─

⌐⅔™≡⁸ ⌂ ⌂ↄ◘כⱦ☻─ ╩ ∆╢↓≤│≢⅝⌂™↓≤≤↕╣≡⅔╡⁸ ה

⌐ ☻ⱦכ◘⁸│≥↓™⌂™⅜ ╩ ∆╢ ⌂ ⌐│ ⇔⌂™⁹≤↕╣≡

™╢⁹₈ ה ₉─ ╩ ≤∑∏⁸ ⌂◘ⱳכ♩─ ╩ ∫≡™ↄ↓≤

⅜ ─ⱳ▬fi♩≤⌂╢⁹ 

 

◔▪ⱴⱠ☺ꜗכ 

 

 

  

 

◔▪

☿fi♃כ 
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™⌂⅜╡ ⱴכ♥ ┼─ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ ─  

 
ủủ  

 240  ↑ ╣ 3,600  11  

 230,000  26   

 

ה ⁸ ─™⌂™ ─ ⁹ 

⌐╣⧵ה ™⁸ ╡⅜⌂™ ─ ≤ ─ ⌂≥─ ⌂≥⌐

≈™≡⁸ ∆╢ ⅜ ⇔≡™√⁹╕√⁸ ⌐ ≤↕╣╢ ⁸ ⁸

─ ⅜ ⇔⁸ ╛ ⌐ ⅜ ≡™√⁹ 

 

ה ⌐⅔™≡ ↕╣√↓─ ⌐≈™≡⁸ ⁸ ⁸ ≢ ─

╩ ™⁸ ╛ ─ ⌂ ≢ ⅜№╢⅛ ╩⇔√⁹ 

─⧵ה ╩ ⌐⇔≡⁸ ⌐ ∆╢ ╩ⱴ♬ꜙ▪ꜟ ∆╢↓≤≢⁸ ⅜∕

╣∙╣─ ╛ ─ ≢ ≢⅝╢↓≤╩ ≤⇔√⁹ 

ⱴ♬ꜙ▪ꜟ 

≤

 

ủ ה ⌐⅔™≡ ⇔≡™╢ ⁸ ╩ ⇔⁸ ⅜™⌂™

─ ╩ ⇔⁸ ╛ ⌂≥─ ╩ ⇔√⁹ 

ủ ─ ™⌐≈™≡⁸ ─ ≤ ─ ╩⅝╘ ⅛ↄ

∆╢↓≤≤⇔≡⁸ ≢ ⌂™ ─ ╩ ⇔√⁹ 

ủ ⌐ ╛ ╩ ╘╢↓≤╩ ⇔⁸ ─ ™ ─ ╩

♪כ◌⌐╙≥≥∆╛ ─ ♪כ◌─≢ ™─ ╩ ∫√⁹ 

ủ ╛ ™ ─ ♩כꜗ♅╩ ─♅▼♇◒ ╩ ⁸ ה ─

≢╙ ╢╟℮⌐ⱴ♬ꜙ▪ꜟ ⇔√⁹ 

ủ ─ ⅝ ╡╛ ─ ⅝ ╡ ⌐⅔™≡⁸ ─ ╛ ─

⁸ ╛ ⁸ ─ ⌂≥╩♅▼♇◒≢⅝╢╟

℮▪☿☻ⱷfi♩◦כ♩╩ ⁹ 

ủ ⌐ ╙ ∫≡™⌂™ ╩ ⇔√⁸ ─ ╛ ─☻כꜞ

╩ ∫√⁹ 

ủ ─ ≤ ─ ⌐≈™≡⁸ ה ⌐ ↑≡  

ủ ╡⅜⌂™ ─ ⌐ ∆╢ ⌐≈™≡⁸ ⌂ ≤ ─ ╩≤╢√

╘─ ◌fiⱨ□꜠☻─ ⁸ ◌fiⱨ□꜠fi☻─ ⌂≥╩ ⁹ 

ủ ⁸ ─ ╩ ☻כ◔ ⌐ ⇔⁸ ⌐☻כ◔ ∂√ ≤

╩ⱴ♬ꜙ▪ꜟ ⇔√⁹ 

ủ ─ ≤ ─ⱴ♬ꜙ▪ꜟ ╩ ⇔√⁹ 

─ⱳ▬

fi♩ 

ה 29 ≢│⁸ ╛ ─╖ ╩ ╦∑╢≤ 50 ╩

ⅎ⁸65 ─ ─™╢ ─ │ ─ 47.2 ⌐ ⇔≡™╢⁹ ⁸ ─

╩ ≤⇔√ ⁸ ─◦☻♥ⱶ≢№╢ ⁸ ─ ⌐№∫√◦☻♥ⱶ

╛ ─ ⅜ ≤⌂╢⁹ 

ה ⌐⅔™≡⁸ ◌fiⱨ□꜠fi☻─ ╛ ╡⅜⌂™ ┼─ⱴ♬ꜙ▪ꜟ

⁸ ─ ⌂≥ ─ ╩ ∆╢↓≤⅜ ≢№╢⁹ 
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 ⱴכ♥
─ ≤⇔≡⁸ ─₈ ה ₉ ⌐≈

™≡ ╡ ╪∞ ─  

 110,000  27   

─  

ה ─ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸◔▪ⱴⱠ☺ꜗ⁸כ

↑ ™ ─ ⁸ ⁸ ☿fi♃⁸כ ≢─ ─ ⌐≡⁸

◔▪ⱴⱠ☺ꜗכ⅜ ⅛╠ ╩ ╘╠╣╢ ⅜ ⅎ≡™╢≤™℮↓≤⅜

≤⌂∫√⁹ 

ה ⁸ ╘ ⅜≥─╟℮⌂ ╩ ↑√™─⅛≤™℮↓≤╩ ⅎ≡⅔™≡╙╠℮↓

≤╙ ∞≤™℮↓≤⌐⌂╡⁸ ─ ≤⇔≡⁸ ≤ ACP─ ⌐≡

╩ ╘╢↓≤≤⌂∫√⁹ 

 

ה ⌐⅔™≡⁸ ⅜№∫≡ ╡─⌂™ ≢╙ ⌂ ╛◔▪⅜ ↑

╠╣╢↓≤⅜ ─ ≢№╢↓≤╩ ⇔√⁹ ☿fi♃כ⅜ ╩

⇔≡™╢↓≤╩ ≤⇔≡⁸ ⁸ ⁸ ↑ ™ ≤ ╩⇔⌂⅜╠

⁸ ↑─ ╡⅜⌂™ ─ ↑ ╣─√╘─●▬♪ꜝ▬fi ⌐ ∆

╢↓≤≤⌂∫√⁹ 

─  

ה ≢◔▪ⱴⱠ☺ꜗכ⅜ ⌂≥╩ ╘╠╣╢≤™℮↓≤╩⁸ ─ ≤ ⅎ

√ ≢⁸ ⌐⅔™≡₈ ה ₉≤⇔≡ ╘≡™╢ ╛◐

≡⇔≥fi♁כⱤכ ╘≡™╢ ╩ ⇔√⁹ 

ה ⌐⅔™≡│⁸₈ ה ₉⅜™⌂™↓≤⌐╟∫≡ ↑ ╣

⅜≢⅝⌂™ ╩ ⇔⁸ ⁸ ≤╙ ╘≡™╢ ╩ ─ ≢ ⇔≡

⇔≡™∫√⁹∕─ⱪ꜡☿☻⌐⅔™≡⁸ ╛ ⅜ ╩∆╢↓≤≢⁸₈

ה ₉⅜™⌂™ ≢╙⁸ ⌂ ╩ ↑╢↓≤⅜≢⅝⁸ ⱦכ◘

☻╙ ↑╠╣╢↓≤⅜╦⅛∫√⁹ 

─ⱳ▬

fi♩ 

ה ≤ ☿fi♃⁸כ ⅜ ╩ ∆╢↓≤⌐╟∫≡ ─

⌐ ↕∑╢↓≤⅜≢⅝√↓≤⅜ⱳ▬fi♩≢№╢⁹ 

ה ∂ ╩ ↄ─ ⅜ ⅎ≡⅔╡⁸∕─ ╩ ─ ╛ ─ ≤⇔≡ ⇔

≡™ↄ↓≤⌐╟∫≡⁸╟╡ ↄ─ ╛ ⅜ ⌂ ╩ ↑⁸ ∆╢↓≤⌐ ⅜

╢⁹ 
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⅔╦╡⌐ 

 ●▬♪ꜝ▬fi│⁸ ─ ╛ ⁸╕√│ ─ ╩ ≤⇔≡

∑∏⁸╟╡ ↄ─ ₁╛ ⅜ ≢⅝╢╟℮ ↕╣≡™╕∆⁹ 

≢ ∆╢ ⌐│⁸╟╡ ↄ─ ╛ ≢ ⇔≡™√∞⅝⁸

↕╠⌐│ ≢─ ⌐ →≡™√∞ↄ↓≤⌐╟∫≡⁸ ≤↕╣≡™╢

╛ ⅜ ↄ ↕╣╢↓≤╩ ∫≡⅔╡╕∆⁹ 

 

 

─  

≤│ 

ᵑ │≥╪⌂ ⅛  

 ⁸ ⁸ ⌂≥─ ≢ ─ ⌂ ₁│⁸

╛ ⌂≥─ ╩ ⇔√╡⁸ ─╕╦╡─ ─√╘⌐ ⌂≥─◘

╛☻ⱦכ ┼─ ⌐ ∆╢ ╩ ╪∞╡⁸ ─ ╩⇔√╡∆╢

⅜№∫≡╙⁸ ≢↓╣╠─↓≤╩∆╢─⅜ ⇔™ ⅜№╡╕∆⁹╕

√⁸ ⌐ ⌂ ≢№∫≡╙╟ↄ ⅜≢⅝∏⌐ ╩ ╪≢⇔╕™⁸

─ ⌐№℮⅔∕╣╙№╡╕∆⁹↓─╟℮⌂ ─ ⌂ ₁

╩ ⇔⁸ ∆╢─⅜ ≢∆⁹ │⁸ ⅝ↄ ↑╢

≤⁸₈ ₉≤₈ ₉─ ≈⅜№╡╕∆⁹ 

 

ᵒ ⌐≈™≡ 

 │⁸₈ ₉₈ ₉₈ ₉─ ≈⌐ ⅛╣≡⅔╡⁸

─ ⌂≥ ─ ⌐ ∂√ ╩ ≢⅝╢╟℮⌐⌂∫≡™╕∆⁹ 

 ⌐⅔™≡│⁸ ⌐╟∫≡ ┌╣√

⁸ ⁸ ⅜⁸ ─ ╩ ⅎ⌂⅜╠⁸ ╩ ⇔≡

⌂≥─ ╩⇔√╡⁸ ⅜ ≢ ╩∆╢≤⅝⌐ ╩ ⅎ√

╡⁸ ⅜ ╩ ⌂™≢⇔√ ⌂ ╩ ⅛╠ ╡ ⇔√╡∆╢↓

≤⌐╟∫≡⁸ ╩ ה ⇔╕∆⁹ 

 

ᵓ ⌐≈™≡ 

 │⁸ ⅜ ⌂ ⅜№╢℮∟⌐⁸ ⁸ ⅜

⌂ ⌐⌂∫√ ⌐ ⅎ≡⁸№╠⅛∂╘ ╠⅜ ╪∞ (

)≤─ ≢⁸ ─ ⁸ ╛ ⌐ ∆╢ ⌐≈™≡

╩ ⅎ╢ ─ ( )╩ ─ ∆╢ ⌐╟∫≡ ∆
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╢≤™℮╙─≢∆⁹∕℮∆╢↓≤≢⁸ ─ ⅜ ⌂ ⌐⌂∫√

⌐⁸ ⅜⁸ ≢ ╘√ ⌐≈™≡⁸ ⅜

∆╢₈ ₉─ ─ ⁸ ╩ ⇔≡ ⌂≥╩∆╢↓≤⌐

╟∫≡⁸ ─ ⌐⇔√⅜∫√ ⌂ ה ╩∆╢↓≤⅜ ⌐⌂╡╕

∆⁹ 

 
         

≤⌂╢  
⅜ ↑≡™╢

─⅜ ─ ─  

⅜ ⇔ↄ

⌂  

⅜ ⌂  

≡╩∆╢↓≤

⅜≢⅝╢  
⁸ ⁸ ─ ⁸ ⁸ ⌂≥  

 

ה

ה ─

⅜ ⌂  

 

13 1 ─

 

 

≡─ ≢

⅜ ≢ ╘╢

₈ ─ ₉

13 1 ─

─

 

⇔⅜ ⌂

 

⌐ ∆╢

─  

 

 

 

 

⌐

ⅎ╠╣╢ ─

 

⌐ ∆╢∆═≡─

 

≡─ ≢

⅜ ≢ ╘╢

₈ ─ ₉

 

 

╩ ⇔√

─ ⌂≥─

 

⁸ ─

╛ ⁸

─ ╩ ℮⌂≥

6  

⁸ ─

╛ ⁸

─ ╩ ℮⌂≥

 

 

─ ─ ≡⌐╟╡⁸ ⌐ ╩ ⅎ╢ ╩∆╢ ⁸ ─ ⅜ ⌐⌂

╡╕∆⁹ ─ ╛ ⌐ ה ╩ ⅎ╢ ╩∆╢ ╙ ∂≢∆⁹ 

⅜ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ⅝╕∆⁹ ╩⇔√ ⌐│⁸ ⌐

─ ⅜№∫√≤⇔≡╙⁸ ≢ ╡ ∆↓≤⅜≢⅝╕∆⁹ 

13 1 ≢│⁸ ⁸ ⁸ ─ ה ⁸ ה ה ⌂≥─ ⅜ →

╠╣≡™╕∆⁹ 

─ ⌐╟╡⁸ 13 1 ─ ⌐≈™≡╙⁸ ─ ≤∆

╢↓≤⅜≢⅝╕∆⁹ 

─ ⌂≥─ ⌐ ∆╢ │ ⅛╣╕∆⁹ 
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─ ⌐╟╡⁸ ─ │⌂ↄ⌂╡╕⇔√⁹ 

⌐ ↕╣√ ─ ─ ⌐ ╢ ─ ╩ ╢√╘

─ ─ ⌐ ∆╢ ⅜ ⇔√≤⅝⌐│ ↓╣╠─ ─ ⌐≈™≡ ⅜

↕╣╕∆⁹ 

Ɽfiⱨ꜠♇♩₈™↨≤™℮ ─√╘⌐ ∫≡  

 ₉  

 

 

 

│⁸ ⌐ ∆╢ ⌂ ╩ ↕╣≡⅔╡⁸↓╣⌐

⇔≡⁸ ─ ≡─ ⌐≈™≡ ⌂ ╩ ∆╢╙

─≤↕╣≡™╕∆ 859 1 ⁹ 

↓↓⌐™℮ ≤│⁸ ─ ה ┘ ─ ╩ ∂⌂™

ה ╩ ≤∆╢ ┘⌐ ╩™℮╙─≤ ↕╣≡™╕∆⁹ 

│ ╙⁸ ─ ⅜↕╣√ ⌐│⁸ ─

─ ⌐ ∂≡⁸ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢╙─≤ ↕╣≡™╕

∆ ₈ ─ ₒ ₉x ╒⅛ ⁸

⁸2017 ⁹ 

 

 

 

─ ⌐│⁸ ╩ √╢ ≤∆╢╙──╖⌂╠∏⁸

╩ √╢ ≤∆╢╙─ ⁸ ⁸ ╙ ↄ ╕

╣≡⅔╡⁸ ╩ √╢ ≤∆╢ ─ ≢╙⁸ ╠⅛─ ≢

─ ⌐ ∆╢ ╩ ╗─⅜ ≢∆⁹ 

┼─ ┘ ─ ⌐ ∆╢ ┘⌐ ─

ה ⌐ ™⁸ ה ה ⌐ ∆╢

─ ⌂ ⌐ ∆╢ ─ ⅜™∫∕℮ ╕∫≡™╢ ─ ⌐

╠∆≤⁸ ─ ─╖⌂╠∏⁸ ─ ⌐≈™≡╙⁸ ─

─ ≤⌂╢ ⌂ ─ ≤⇔≡⁸ ─₈ ─ ⌐

∆╢ ₉⌐ ∆╢ ╩ ↑╢↓≤⅜ ≢№╢≤ ⅎ╠╣╕∆⁹ 

∕↓≢⁸ ≢│⁸ │⁸ ─ ⁸ ┘

─ ⌐ ∆╢ ╩ ℮⌐ √∫≡│⁸ ─ ╩ ⇔⁸⅛

≈⁸∕─ ─ ┘ ─ ⌐ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™╙─≤↕╣≡™

╕∆ 858 ⁹ 

⌐│⁸ ─ │⁸ᵑ ה ⌐ ∆╢ ⁸ᵒ ─
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⌐ ∆╢ ⁸ᵓ ─ ⁸ ─ ה ≡ ⌐ ∆╢ ⁸ᵔ

⌐ ∆╢ ⁸ᵕ ⌐ꜞⱢⱦꜞה ∆╢ ─ ≡⅜∕─ ≤⇔≡

╕╣╢≤™℮ ╩ ≤⇔≡ ↑╠╣≡™╕∆⁹ 

∆⌂╦∟⁸ │⁸ ᵑ ᵕ─ ⌐ ∆╢ ─ ⁸

─ ─ ⁸ ─ ⁸ ─ ╩ ℮ ⌐⁸ ─₈ ─

┘ ─ ₉⌐ ∆═⅝ ╩ ℮╙─≤ ↕╣╕∆⁹ 

⌂⅔⁸ ┘ ⌐ ⇔≡╙⁸ ─ ⌐ ∆╢

858 ─ ≤ ─ ─ ⅜ ↑╠╣≡™╕∆ 876 ─

5 1 ⁸ 876 ─ 10 1 ₈ ─ ₒ

₉x⁹ 

 

 

⌐│⁸ ╠ ─ ╩∆╢⁸ ╩∆╢⁸ ╩∆╢ ─

≢⌂™╙─⅜ ⌐ √╢≤ ⅎ╠╣╕∆⁹ 

╕√⁸ │ ─ ⌐│ ╕╣╕∑╪⅜⁸ ╩ ℮⌐

│∕╣⌐ ∆╢ ⅜ ≤⌂╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

₈ ₉  

 

 

 

™╦╝╢ ≤│⁸ ⅎ┌⁸ ─ ╡ ┘ ┘⌐ ⌐⅛⅛∫

√ ⁸ ┘ ─ ⌂≥╩ ⇔╕∆⁹ ⅜ ℮↓

≤⅜≢⅝╢ ⌐≈™≡│⁸P16╩ ↄ∞↕™⁹ 

≢╙⁸№╠⅛∂╘ ─ ⌐≈™≡─ ╩⇔≡™

╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

ⱱכⱶⱭ₈☺כ ─ ─ ╩ ╢√╘─

┘ ─ ╩ ∆╢ ₉⅜ 28 10 13 ⌐

↕╣╕⇔√⁹₉  

http://www.moj.go.jp/MINJI/minji07_00196.html#08  

 

 

 

≤│⁸ ⁸ ⁸ ─℮

∟ ⅜ ⌂ ⅜ ⌐⅔™≡ ⇔√ ⅜ ╣╢╟℮⁸ ≤

─ ⌐ ≠⅝⁸ ─☻ⱦכ◘ ╩ ℮╙─≢∆⁹ 

ה ה │ ─  

http://www.moj.go.jp/MINJI/minji07_00196.html#08
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≢  

ה ─ │⁸ ─™∏╣⌐╙ ∆╢ ≢∆⁹ 

 ᵑ ⅜ ⌂ ⁸ ⁸ ≢№∫ 

≡⁸ ╩ ╗─⌐ ╩☻ⱦכ◘⌂ ∆╢√╘─ ─ ⁸

⁸ ⁸ ╩ ─╖≢│ ⌐ ℮↓≤⅜ ⌂  

 ᵒ ─ ─ ⌐≈™≡ ⇔ ╢ ╩ ⇔≡™╢≤ ╘╠╣╢  

ה ─  

 ᵑ ─☻ⱦכ◘  

 ᵒ ─  

 ᵓ ⁸ ─ ⁸ ─ ┘ ─ ─

⌐ ∆╢  

 β ⌐ ℮ ─ │⁸ ⌐ →╢╙─╩ ≤⇔╕∆⁹ 

 ─ ™ ⇔⁸ ─ ⁸ ─ ↑ ╣─ ─  

─ ⁸ ⌂ ⌐╟╢ ─  

ⱱכⱶⱭ₈☺כ ₉

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/seikats

uhogo/chiiki - f ukusi - yougo/index.html  

 

 

 

─ ⅜ ↄ⌂╠⌂™╟℮⁸ ╛ ─ ≢ ℮

⅜ ⅛ ⅛╠ ╕≢ ≢ ╩ ⅎ√ ⁸∕─ ⅎ√

╩ ∆╢₈ ₉⅜№╡╕∆⁹ 

╩ ∆╢√╘⌐│⁸ ⅜ ⇔≡™╢ ⅛╠₈

₉ │₈ ה ₉─ ╩ ↑╢ ⅜№╡╕

∆⁹ 

⇔⁸ ─ ⅜⌂™ │ ─ ≢ ↕╣╢ ⅜№╡⁸╕

√⁸ ─ ⌐╟∫≡ ⅜ ↕╣⌂™ ╙№╡╕∆⁹ 

ⱱכⱶⱭ₈☺כ ╩ ↕╣╢ ↕╕┼₉

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunits uite/bunya/kenkou_iryou/iryouhok

en/juuyou/kougakuiryou/index.html  

 

 

 

─ ⌐ ≠⅝⁸ ⅜ ⌂ ⌐╟∫≡ ⌂

╩ ↑╢ ╩ ↕╣╢↓≤─⌂™╟℮⁸ │ ⌂ ≢ ╩ ℮

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/seikatsuhogo/chiiki-fukusi-yougo/index.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/seikatsuhogo/chiiki-fukusi-yougo/index.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/juuyou/kougakuiryou/index.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/juuyou/kougakuiryou/index.html
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≢∆⁹ 

─ ⌐ ∆╢ 20 21

₈ ⌐≈™≡₉

https://www.mhlw.go.jp/shingi/2008/01/dl/s0121 -

7d.pdf#search=%27%E7%84%A1%E6%96%99%E5%AE%9A%E9%A1%8D%E8%A8%BA%E7%99%8

2+%E5%8E%9A%E7%94%9F%E5%8A%B4%E5%83%8D%E7%9C%81%27 

 

 

 

☿fi♃כ 

⅜ ≤⌂╡⁸ ה ה ╩

⇔≡⁸ ╛ ᵑ ◔▪ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ⁸

ᵒ ⁸ᵓ ⁸ᵔ ה ◔▪ⱴⱠ☺ⱷfi♩

≢⁸ ⌂ Ⱡ♇♩꞉כ◒╩ ⇔≡ ⇔≡™╕∆⁹

─ ≢ ─ ╛ ┼─ ⌂≥╩ ⇔≡

™╕∆⁹ 

ⱱכⱶⱭ₈☺כ ☿fi♃כ─ ₉

https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_kour e

isha/chiiki - houkatsu/dl/link2.pdf  

 

 

 

☻ⱦכ◘─ ⌐≈™≡─ ┘ ╩ ℮ ⁸

╩☻ⱦכ◘ ∆╢√╘─ ─ ⌂≥─ ╩ ∫≡™╢

⁹ ⅛╠ ┼─ ╩ ⇔⁸ ⌐ ⌂ ╩

⇔≡™╢ ╙№╡╕∆⁹ 

ⱱכⱶⱭ₈☺כ ─№╢ ⌐ ∆╢ ⌐≈™

≡₉  

https://www.mhlw.go.jp/bunya/shougaihoken/service/soudan.html  

 

 

 

⅛╠─ ⌐ ∂⁸ ⌂ ╩ ℮ ⁸

─ ⅎ╢ ─ ╩ ☻ⱦכ◘⌂ ⌐ ↑≡⁸◔▪ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ─

╩ ™≡ ╩ ℮ ≢∆⁹ 

124 ╩ ≤∆╢☿Ⱶ♫כ ₈ ⌐⅔↑

https://www.mhlw.go.jp/shingi/2008/01/dl/s0121-7d.pdf#search=%27%E7%84%A1%E6%96%99%E5%AE%9A%E9%A1%8D%E8%A8%BA%E7%99%82+%E5%8E%9A%E7%94%9F%E5%8A%B4%E5%83%8D%E7%9C%81%27
https://www.mhlw.go.jp/shingi/2008/01/dl/s0121-7d.pdf#search=%27%E7%84%A1%E6%96%99%E5%AE%9A%E9%A1%8D%E8%A8%BA%E7%99%82+%E5%8E%9A%E7%94%9F%E5%8A%B4%E5%83%8D%E7%9C%81%27
https://www.mhlw.go.jp/shingi/2008/01/dl/s0121-7d.pdf#search=%27%E7%84%A1%E6%96%99%E5%AE%9A%E9%A1%8D%E8%A8%BA%E7%99%82+%E5%8E%9A%E7%94%9F%E5%8A%B4%E5%83%8D%E7%9C%81%27
https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/chiiki-houkatsu/dl/link2.pdf
https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/chiiki-houkatsu/dl/link2.pdf
https://www.mhlw.go.jp/bunya/shougaihoken/service/soudan.html
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╢ ─ ⌐ ↑√ ⌐≈™≡₉ 

https://www.mhlw.go.jp/file/06 - Seisakujouhou- 12600000-

Seisakutoukatsukan/0000114063_5.pdf#search=%27%E7%9B%B8%E8%AB%87%E6%94

%AF%E6%8F%B4%E5%B0%82%E9%96%80%E5%93%A1+%E5%8E%9A%E7%94%9F%E5%8A%B4%E5

%83%8D%E7%9C%81%27 

 

 

☿fi♃כ 

 ⅜ ≤⌂╡⁸ ─ ─ ─ ⌂ ≤⇔≡⁸

ה ⌂ ─ ╛ ה ─ ─ ╩

⇔≡™╕∆⁹ 

 

 

◔▪ⱴⱠ☺ꜗכ 

◔▪ⱴⱠ☺ꜗכ─ │₈ ₉≢∆⁹ ╛

─ ─ ╛ ─ ⌐ ☻ⱦכ◘⁸⌐╙≥≥╢∂ ⱦכ◘▬♦⁸

☻⌂≥ ╩ ↑╠╣╢╟℮⌐◔▪ⱪꜝfi ☻ⱦכ◘ ─ ⌐≈™≡─

─ ╛ ☻ⱦכ◘ה ה ≤─ ╩ ℮ ≤↕╣≡

™╕∆⁹ ⱱכⱶ╛ ⁸ ⱱכⱶ ─

≢─ ⌐⅔™≡╙⁸◔▪ⱴⱠ☺ꜗכ⅜ ⇔√ ╩ ╗↓≤⅜≢

⅝╢╟℮⌐ ∆╢√╘⁸ ∆═⅝ ─ ╩ ∫√ ≢⁸ ⱦכ◘

☻ ╩ ⇔╕∆⁹ 

ⱱכⱶⱭ₈☺כ ◔▪ⱴⱠכꜗ☺כ ₉

https://www.mhlw.go.jp/file/06 - Seisakujouhou- 12300000-

Roukenkyoku/0000114687.pdf 

 

 

ⱱכⱶⱫꜟⱤכ 

≢─ │₈ ₉≤ ┌╣⁸ ⅜™ ⱦ☻≢│₈כ◘

₉≤ ┌╣≡™╕∆⁹ ⱱכⱶⱫꜟⱤכ ⅜⁸

─ ╩ ⇔≡⁸ ה ה≈∑ ─ ⁸ ה ה

─ ╩ ⇔╕∆⁹ 

142 29 ₈

┘ ₉ 

https://www.mhlw.go.jp/file/05 - Shingikai - 12601000- Seisakutoukatsukan-

Sanjikanshitsu_Shakaihoshoutantou/00001702 89.pdf#search=%27%E8%A8%AA%E

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12600000-Seisakutoukatsukan/0000114063_5.pdf#search=%27%E7%9B%B8%E8%AB%87%E6%94%AF%E6%8F%B4%E5%B0%82%E9%96%80%E5%93%A1+%E5%8E%9A%E7%94%9F%E5%8A%B4%E5%83%8D%E7%9C%81%27
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12600000-Seisakutoukatsukan/0000114063_5.pdf#search=%27%E7%9B%B8%E8%AB%87%E6%94%AF%E6%8F%B4%E5%B0%82%E9%96%80%E5%93%A1+%E5%8E%9A%E7%94%9F%E5%8A%B4%E5%83%8D%E7%9C%81%27
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12600000-Seisakutoukatsukan/0000114063_5.pdf#search=%27%E7%9B%B8%E8%AB%87%E6%94%AF%E6%8F%B4%E5%B0%82%E9%96%80%E5%93%A1+%E5%8E%9A%E7%94%9F%E5%8A%B4%E5%83%8D%E7%9C%81%27
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12600000-Seisakutoukatsukan/0000114063_5.pdf#search=%27%E7%9B%B8%E8%AB%87%E6%94%AF%E6%8F%B4%E5%B0%82%E9%96%80%E5%93%A1+%E5%8E%9A%E7%94%9F%E5%8A%B4%E5%83%8D%E7%9C%81%27
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12300000-Roukenkyoku/0000114687.pdf
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12300000-Roukenkyoku/0000114687.pdf
https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-12601000-Seisakutoukatsukan-Sanjikanshitsu_Shakaihoshoutantou/0000170289.pdf#search=%27%E8%A8%AA%E5%95%8F%E4%BB%8B%E8%AD%B7+%E5%8E%9A%E7%94%9F%E5%8A%B4%E5%83%8D%E7%9C%81%27
https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-12601000-Seisakutoukatsukan-Sanjikanshitsu_Shakaihoshoutantou/0000170289.pdf#search=%27%E8%A8%AA%E5%95%8F%E4%BB%8B%E8%AD%B7+%E5%8E%9A%E7%94%9F%E5%8A%B4%E5%83%8D%E7%9C%81%27
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5%95%8F%E4%BB%8B%E8%AD%B7+%E5%8E%9A%E7%94%9F%E5%8A%B4%E5%83%8D%E7%9C%8

1%27 

 

 

ה  

ה ─≥∟╠╙⁸ √╢ ⅜∕─ ⇔⌂↑

╣┌™↑⌂™ ╩ ⇔⌂™ ╩ √↕⌂™ ≤⅝⌐│⁸↓╣⌐ ╦

∫≡∕─ ∆╢ ╩ ℮ ⅜№╡╕∆⁹ 446  

≤ ─ ™│⁸₈ ⅜ √╢ ⅛╠ ╩

↑╠╣⌂™≤⅝⌐⁸ ╘≡ ⅜∕─ ≤⇔≡ ─ ╘⌐ ∏╢≤™℮

₉⅜⌂ↄ⁸ ─ ┘ ─ 458 ⅜⌂™↓≤

≤↕╣≡™╕∆⁹ 

⌐│⁸ ⅜ ╩ ∆╢ ⁸ ─ ₈╕∏│

√╢ ⌐ ∆╢╟℮ ∆╢↓≤₉⁸₈ √╢ ⌐ ╡√╙

─╩ ∆↓≤ ∆╢ ⅜№╢ ⁸ ⅜ ≢№╢↓≤╩ ⌐⁸ √╢

⅛╠ ╩℮↑╢╟℮ ∆╢↓≤₉⅜≢⅝╕∆⅜⁸ ─

│↓─╟℮⌂ ⅜≢⅝╕∑╪⁹ ≤ ↄ ─ ≢№╢─≢⁸

╩ ≡╢↓≤ ⅜ ╕∑╪⁹  

↓─╟℮⌂↓≤⅛╠⁸ ─ │ ⌐ ═≡ ™≤↕╣≡

™╕∆⁹ 

₈ ₉  

 

 

ה  

─ ⌐₈ ₉╛₈ ₉≤™℮ │№╡╕∑╪

⅜⁸ ⌐⁸₈ ─ ⌐╟╡ ╩ ╘╢ ⅜ ╩ ↑⁸ ⅜∕─

╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝⌂™ ⌐⁸∕─ ╩ ∆╢ ₉╩

⁸ ╩ ∆╢ ⌐₈ ╩ ⅝ ↑╢ ╩ ∆╢ ₉╩

≤™℮ ≢ ╦╣╢↓≤⅜ ™╟℮≢∆⁹ 

β⌂⅔⁸₈ ♬ ☻ꜟ ₉ 42 ⌐ ↕╣╢

│ ─ ≢№╡⁸ ≢ ╦╣≡™╢ ≤│⁸∕─

⅜ ⌂╡╕∆⁹ 

 

─♩כ◦  

╡⅜⌂™ ⅜ ∆╢ ─ ⌐ ≢⅝╢╟℮₈ ╩₉♩כ◦

⇔╕⇔√─≢⁸ ⌐ ∂≡ ↄ∞↕™⁹ Ɑכ☺  

https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-12601000-Seisakutoukatsukan-Sanjikanshitsu_Shakaihoshoutantou/0000170289.pdf#search=%27%E8%A8%AA%E5%95%8F%E4%BB%8B%E8%AD%B7+%E5%8E%9A%E7%94%9F%E5%8A%B4%E5%83%8D%E7%9C%81%27
https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-12601000-Seisakutoukatsukan-Sanjikanshitsu_Shakaihoshoutantou/0000170289.pdf#search=%27%E8%A8%AA%E5%95%8F%E4%BB%8B%E8%AD%B7+%E5%8E%9A%E7%94%9F%E5%8A%B4%E5%83%8D%E7%9C%81%27
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